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今月の表紙
７月４日に、きほくの

里保育園でプール開きが

ありました。新しくなっ

たプールに大はしゃぎ。

先生とのお約束を守りな

がら、プール遊びを楽し

んでいました。
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くらしのカレンダー
地域福祉について
鬼北町議会６月定例会
第18回宇和島市・北宇和郡中学校総合体育大会
まちのお知らせ
まちのアルバム
Information	
コラムの広場	
健康ほくほく通信・戸籍の窓	
Happy	Birthday
ほくほく鬼北家族の絆
健康づくり応援レシピ
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人口と世帯数　	6月30日現在
人　口	 9,387人	 （―22）
男　性	 4,405人	 （―10）
女　性	 4,982人	 （―12）
世帯数	 4,839世帯	（―		5）
※（　）は前月比です。

8月 August
日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

7/30 7/31 1 2	 3 4

　	近永・泉

5

6 7 8 9 10

　　		日吉

11　山の日
四万十・源流広見川
川上り駅伝大会

　	好藤・愛治・三島

12

　	近永

13 14 15 16 17 18

　　		近永・泉

19

20 21 22 23 24

　　		日吉

25 

　	好藤・愛治・三島

26

　	好藤・愛治

27 28 29 30 31 9/1 9/2

休日当番医
日 医院名・電話番号

6 鈴木整形外科・外科	☎52-0104
わたなべハートクリニック	☎25-1717 市立宇和島病院小児科	☎25-1111

11 溜 尾 整 形 外 科	☎52-3133
吉田内科泌尿器科医院	☎25-1330 市立宇和島病院小児科	☎25-1111

13 口羽外科胃腸科医院	☎32-5000
町 立 北 宇 和 病 院	☎45-3400 上　田　小　児　科	☎25-0100

20 篠 　 原 　 医 　 院	☎45-3370
沖 内 科 クリニック	☎25-3335 桑　折　小　児　科	☎24-5633

27 いしむら整 形外 科	☎20-6635
市 立 吉 田 病 院	☎52-0611 市立宇和島病院小児科	☎25-1111

健康診査・がん検診等
日 場所 受付時間 内容

20 広見保健センター

9:00～ 11:00
13:00～ 14:30 乳マンモ検診

9:00～ 11:00 子宮体がん検診

13:00～ 14:30 子宮頸がん検診
乳腺エコー検診

22 川口集会所 8:30～ 10:00
健康診査・肺ＣＲ・
胃・大腸・前立腺・

肝炎

23 大村集会所 8:30～ 10:00
健康診査・肺ＣＲ・
胃・大腸・前立腺・

肝炎
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…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日　　…犬・ねこ引取日
…ブライアンとジョンの英会話教室
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つながりと支え合い 笑顔あふれるまち きほく

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の力

更生保護マスコットキャラクター（左から）
ホゴちゃん、保護司のクジラ先生、サラちゃん

きほくの地域福祉を伝えるコーナー

　

広
報
き
ほ
く
７
月
号
で
ご
紹
介
し
た
、
鬼
北
町
地
域
福
祉
計
画
に
は

「
再
犯
防
止
推
進
計
画
」
を
含
ん
で
い
ま
す
。
全
国
的
に
は
、
検
挙
人

員
に
占
め
る
再
犯
者
の
比
率
が
約
50
％
に
及
ぶ
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
犯
罪
の
繰
り
返
し
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
抱
え
る
「
生
き
づ
ら
さ
」
を

解
消
し
て
、地
域
社
会
で
の「
息
の
長
い
」支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
、
罪
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け

入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出
さ
な
い
家
庭
や

地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
ま
た
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

そ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、
立
ち
直
り
を
支
え
る

「
保
護
司
」
と
い
う
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
各
地
区
に
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
？
現
在
、
町
内
に
は
10
名
の
保
護
司
が
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
ア

ド
バ
イ
ス
と
再
犯
防
止
の
た
め
の
指
導
を
す
る
「
保
護
観
察
」、
社
会
復

帰
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
住
居
や
就
職
先
な
ど
生
活
環
境
を
整
え
る
「
生

活
環
境
調
整
」、犯
罪・非
行
防
止
の
た
め
に
地
域
の
理
解
を
深
め
る
「
犯

罪
予
防
活
動
」
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
化
月
間
に
あ
わ
せ
、
町
内

の
小
中
学
校
で
「
ミ
ニ
集
会
」
と
い
う
出
張
講
座
を
さ
れ
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
生
き
る
力
と
強
い
心
の
育
成
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

Vol.2
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議
　
案

●
工
事
請
負
契
約
（
映
像
系
光
送
出
設
備
更

新
工
事
）
の
締
結
に
つい
て

●
工
事
請
負
契
約
（（
５
）
防
安
金
　
町
道

弓
滝
線
弓
滝
橋
歩
道
橋
上
部
工
工
事
（
そ
の

１
））
の
締
結
に
つい
て

●
工
事
請
負
契
約（
鬼
北
町
書
庫
整
備
工
事
）

の
締
結
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つい
て

同
　
意

●
鬼
北
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つい
て

一
　

 

　般

　

 

　質

　

 

　問

◆
兵

　頭

　
　
　稔

　議
員

【
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

問
「
地
域
別
の
経
過
年
数
、取
り
換
え
時
期
、

そ
れ
ぞ
れ
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

答
・
近
永
浄
水
場
施
設
は
、
昭
和
48
年
度
に

整
備
し
、
49
年
経
過
。

・
近
永
地
区
送
配
水
施
設
は
、
昭
和
51
年
度

に
整
備
し
、
46
年
経
過
。

・
下
鍵
山
地
区
配
水
施
設
は
、
昭
和
53
年
度

に
整
備
し
、
44
年
経
過
。

・
下
鍵
山
導
水
施
設
等
は
、
昭
和
57
年
度
と

昭
和
58
年
度
に
整
備
し
、完
了
後
39
年
経
過
。

・
近
永
地
区
２
号
水
源
・
新
広
見
浄
水
場
・

広
見
配
水
池
等
施
設
は
、
昭
和
55
年
度
か
ら

昭
和
57
年
度
に
整
備
し
、完
了
後
40
年
経
過
。

・
西
野
々
地
区
導
水
管
・
送
配
水
管
・
浄
水

場
等
施
設
は
、
昭
和
52
年
度
に
整
備
し
、
45

年
経
過
。

・
生
田
地
区
導
水
管
・
送
配
水
管
・
浄
水
場

等
は
、
昭
和
56
年
度
に
整
備
し
、
41
年
経
過
。

・
愛
治
地
区
（
大
宿
・
清
水
）
導
水
管
・
送

配
水
管
・
浄
水
場
等
は
、
昭
和
63
年
度
か
ら

平
成
２
年
度
に
整
備
し
、
完
了
後
32
年
経
過
。

・
下
鍵
山
簡
易
水
道
統
合
事
業
（
下
鍵
山
・

上
鍵
山
の一部
・
上
大
野
・
日
向
谷
の一部
・
父

野
川
の一部
）
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
平
成
９

年
度
に
整
備
し
、
完
了
後
25
年
経
過
。

・
広
見
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
（
近

永
・
好
藤
・
泉
・
三
島
）
は
、
平
成
６
年
度
か

ら
平
成
12
年
度
に
か
け
て
整
備
し
、
完
了
後

22
年
経
過
。

・
下
大
野
地
区
導
水
・
配
水
管
等
は
、
平
成

12
年
度
と
平
成
13
年
度
に
整
備
し
、
完
了
後

21
年
経
過
。

・
三
島
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
は
、
平
成

15
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
に
整
備
し
、
完
了

後
17
年
経
過
。

・
愛
治
地
区
電
気
計
装
設
備
更
新
事
業
は
、

平
成
25
年
度
に
整
備
し
、
９
年
経
過
。

・
日
吉
地
区
電
気
計
装
設
備
更
新
事
業
は
、

令
和
元
年
度
と
令
和
２
年
度
に
整
備
し
、
完

了
後
２
年
経
過
し
て
い
る
。

　
取
り
換
え
時
期
は
、管
路
に
つい
て
は
40
年
、

浄
水
場
施
設
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
つ

い
て
は
60
年
、
電
気
計
装
設
備
等
に
つ
い
て
は

20
年
が
目
安
と
な
って
い
る
。
現
在
、
施
設
の

老
朽
化
等
を
考
慮
し
、
順
次
更
新
し
て
い
る

が
、
管
路
・
ポ
ン
プ
等
の
更
新
の
経
費
に
つい
て

は
、
年
間
約
７
千
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て

整
備
し
て
い
る
。

問
西
野
々
地
区
・
生
田
地
区
配
水
管
更
新
工

事
の
終
了
予
定
に
つ
い
て
。

答
西
野
々
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事
に
つい
て

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
令

和
５
年
度
に
完
了
す
る
予
定
。
ま
た
、
生
田

地
区
配
水
管
布
設
替
工
事
に
つい
て
は
、
今
年

度
か
ら
実
施
し
、
令
和
９
年
度
に
完
了
見
込

み
。

問
前
記
の
工
事
は
起
債
事
業
に
よ
り
行
う
と

伺
っ
て
い
る
が
、
資
本
金
を
取
り
崩
し
て
工

事
に
充
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
過
去
の
資
本
金
の
使
い
道
等
の一
般
質
問
に

も
お
答
え
し
た
よ
う
に
、
決
算
書
に
組
入
資

本
金
を
計
上
し
て
い
る
が
、
こ
の
組
入
資
本
金

は
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
を
、
議
会
の
議
決

を
経
て
、
資
本
金
に
組
み
入
れ
た
組
入
額
に

相
当
す
る
も
の
で
、
現
金
の
裏
付
け
が
な
い
も

の
で
あ
る
た
め
、
取
り
崩
し
て
工
事
費
に
充
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
前
記
の
工
事
は
国
庫
補
助
事
業
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
か
。

答
上
水
道
事
業
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
水
道

事
業
実
務
必
携
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
水

道
施
設
整
備
費
に
係
る
交
付
要
綱
」
に
、様
々

な
メ
ニュ
ー
が
あ
る
が
、
給
水
管
の
分
岐
を
伴

う
配
水
管
に
つい
て
は
、
水
道
事
業
者
が
給
水

収
益
等
の
収
益
の
中
で
、
更
新
等
の
維
持
管

理
を
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
国
庫
補

助
事
業
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
って
い

る
。

【
総
務
財
政
課
の
施
策
概
要
に
つ
い
て
】

　
中
型
バ
ス
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
管
理
に
つ

い
て
、
現
在
、
総
務
財
政
課
が
管
理
し
て
い
る

公
用
バ
ス
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
と
中
型
バ
ス

鬼
北
町
議
会
6
月
定
例
会

　
第
２
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
議

案
５
件
、
同
意
14
件
が
提
案
さ
れ
、
議
案
全
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

１
台
の
計
３
台
で
あ
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
う

ち
１
台
は
、
管
理
運
行
を
業
者
に
委
託
し
て

お
り
、
も
う
１
台
は
、
町
の
会
計
年
度
任
用

職
員
が
管
理
運
行
を
行
って
い
る
。
ま
た
、
中

型
バ
ス
は
、
老
朽
化
の
た
め
使
用
を
中
止
し
て

お
り
、
廃
車
予
定
と
し
て
い
る
。

問
運
転
手
の
採
用
基
準
と
職
務
、
待
遇
に
つ

い
て
。

答
運
転
手
の
採
用
基
準
は
、
大
型
二
種
免
許

又
は
大
型
一種
免
許
を
有
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
お
り
、
筆
記
試
験
及
び
面
接
試
験
の
結

果
に
よ
り
、
合
否
を
判
断
し
て
採
用
を
し
て
い

る
。

　
職
務
内
容
は
、
中
型
バス
及
び
マ
イ
ク
ロ
バス

の
管
理
運
行
を
主
た
る
業
務
と
し
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
職
員
と
し
て
雇
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
給
与
は
、
時
給
単
価
に
勤
務
時
間
数

を
乗
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
勤
務
時
間
は
、

バ
ス
使
用
日
の
点
検
及
び
運
行
を
含
ん
だ
時

間
と
し
て
い
る
。

問
運
行
前
の
点
検
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

等
に
つ
い
て
。

答
運
行
前
点
検
に
つい
て
は
、
国
土
交
通
省
が

示
し
て
い
る
「
自
動
車
の
点
検
及
び
整
備
に

関
す
る
手
引
き
」
を
も
と
に
、
運
行
の
前
後

に
運
転
手
に
よ
り
、
タ
イ
ヤ
空
気
圧
・
ヘッ
ド

ラ
イ
ト
や
方
向
指
示
器
等
の
電
気
関
係
・
冷

却
水
・
エ
ン
ジ
ン
周
り
・
ブ
レ
ー
キ
及
び
ク
ラ
ッ

チ
作
動
状
況
・
燃
料
等
に
つ
い
て
点
検
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェッ
ク
に
つい
て
は
、
運

行
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェッ
カ
ー
を
用
い
て
検
査

を
実
施
し
て
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
運
行

後
は
目
視
に
よ
り
確
認
を
行
って
い
る
。

問
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の
処
理
及
び
責
任
体

制
に
つ
い
て
。

答
「
鬼
北
町
安
全
運
転
管
理
規
定
」
に
よ
り
、

ま
ず
被
害
者
の
救
護
、
次
に
所
轄
警
察
署
への

連
絡
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
応
急
処

置
を
行
っ
た
あ
と
、
鬼
北
町
が
選
任
し
て
い
る

に
、
そ
の
利
便
性
等
に
つ
い
て
意
見
を
お
聞
き

す
る
な
ど
、
座
談
会
を
計
画
す
る
も
の
で
あ

り
、
座
談
会
で
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
交
通
事

業
者
と
情
報
を
共
有
し
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
時
期
に
お
い
て
参
考
と
す
る
な
ど
、
利
便

性
の
向
上
を
目
的
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
三
島
ふ
れ
あ

い
タ
ク
シ
ー
運
営
協
議
会
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
座
談
会
内
容
に
つい
て
協
議
の
上
、
実
施

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
法
定
の
交
通
会
議
、
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
の
会
議
の
ほ
か
、
定
期
的
に
鬼
北

町
と
交
通
事
業
者
と
の
連
絡
会
を
開
催
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
こ
れ
か
ら
の
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
や

支
援
施
策
を
推
し
進
め
る
上
で
、
議
員
ご
提

案
の
連
絡
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も

重
要
な
視
点
と
捉
え
、
今
後
、
交
通
事
業
者

の
意
見
も
踏
ま
え
、
開
催
に
向
け
、
協
議
・

検
討
を
行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
鬼
北
町
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
】

問
広
報
き
ほ
く
に
常
設
の
地
域
福
祉
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
情
報

発
信
や
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

答
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
実
施
し
た
「
町
民

意
識
調
査
」
の
結
果
か
ら
も
、
地
域
福
祉
に

関
す
る
情
報
提
供
が
十
分
で
な
い
と
感
じ
て
い

る
方
が
多
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用

し
て
、
情
報
発
信
を
行
って
き
た
が
、
必
要
な

情
報
が
必
要
な
人
に
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
地
域
福
祉
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
お

伝
え
す
る
方
法
の
１
つ
と
し
て
、「
広
報
き
ほ

く
」
に
常
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
福
祉
に
関
す

る
幅
広
い
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
令
和
４
年
度
は
、
各
種
福
祉
分
野
に
お
い

答
運
賃
割
引
の
対
象
と
す
る
交
通
機
関
に
つい

て
は
、
町
内
タ
ク
シ
ー
及
び
町
内
を
運
行
す
る

民
間
路
線
バ
ス
を
想
定
し
、
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
免
許
を
有
さ
な
い
高
齢
者
等
を
助
成
対

象
者
と
し
て
、
検
討
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
利
用
者
が
対
象
の
交
通
機

関
を
利
用
す
る
際
に
、
町
が
発
行
す
る
交
通

系
カ
ー
ド
、
ま
た
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

に
よ
る
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
に
よ
り
、
割
引
後

の
運
賃
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
割
引
分
の
運

賃
相
当
額
に
つい
て
は
、
今
年
度
、
開
発
導
入

を
予
定
し
て
い
る
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
事

業
者
へ
補
填
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
割
引
率
や
割
引
と
な
る
運
行
範
囲
な
ど
、

制
度
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
担
当
課
に
お

い
て
、
恒
久
的
な
助
成
制
度
と
し
て
制
度
設

計
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
概
要
や
事

業
実
施
時
期
に
つい
て
は
、
交
通
事
業
者
等
の

意
向
も
踏
ま
え
、
今
後
、
関
係
事
業
者
及
び

シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
者
と
の
調
整
を
進
め
る
予

定
と
し
て
い
る
。

問
バ
ス
等
の
公
共
交
通
乗
り
方
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
と
効
果
に
つ
い
て
。

答
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
保
育
所
等
で
の
出

前
講
座
や
、
高
齢
者
が
集
う
地
域
サ
ロ
ン
等

で
の
公
共
交
通
乗
り
方
イ
ベン
ト
の
開
催
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
子
供
の
頃
か
ら
バ
ス
等
の

公
共
交
通
機
関
に
慣
れ
親
し
む
機
会
と
し
て
、

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
が
実
施

す
る
運
賃
割
引
事
業
の
ご
案
内
や
キ
ャッ
シ
ュレ

ス
に
よ
る
乗
り
方
講
話
な
ど
、
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
機
会
と
し
て
計
画
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
促
進
効
果

を
期
待
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
バ
ス
等
の
公
共
交
通
を
利
用
し
た
お
出
か

け
プ
ラ
ン
座
談
会
の
内
容
と
効
果
に
つ
い
て
。

答
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
目
的
地
ま
で

外
出
し
た
場
合
の
「
所
要
時
間
」
や
「
利
用

運
賃
」、「
到
着
時
間
」
な
ど
の
プ
ラ
ン
を
元

厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い
る
「
自
動
車
運
転

者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
」
に

あ
る
、
運
転
時
間
４
時
間
ご
と
に
30
分
の
休

憩
、
も
し
く
は
４
時
間
以
内
に
30
分
の
休
憩

を
分
割
し
て
確
保
す
る
よ
う
、
改
め
て
周
知

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
日
吉
支
所
の
施
策
概
要
に
つ
い
て
】

問
林
道
日
向
谷
節
安
線
開
通
と
あ
る
が
、
開

通
予
定
日
に
つ
い
て
。

答
林
道
日
向
谷
節
安
線
に
つい
て
は
、
日
吉
地

区
の
日
向
谷
地
区
と
父
野
川
上
地
区
を
接
続

す
る
基
幹
林
道
と
し
て
、
特
殊
森
林
法
人
森

林
開
発
公
団
に
よ
って
、
平
成
６
年
度
に
着
手

さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
21
年
度
か
ら
愛
媛
県

が
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
、
令
和
９
年
度

完
成
予
定
で
開
設
事
業
を
進
め
て
い
る
。

問
町
職
員
が
自
然
体
験
や
清
流
イ
ベ
ン
ト
等

に
勤
務
し
た
場
合
の
扱
い
に
つ
い
て
。

答
節
安
ふ
れ
あ
い
の
森
で
は
、
４
年
前
ま
で
は
、

毎
年
、
日
吉
地
域
の
住
民
の
方
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
「
日
吉
一
希
を
起
こ
す
会
」
が
、

清
流
と
親
し
む
イ
ベン
ト
「
せ
せ
ら
ぎ
魚
っ
ち

ん
ぐ
」
を
開
催
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
３
年
間
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
今
年
度
は
、
７
月
16
日
の
日
曜

日
に
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
予
定
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　
イ
ベン
ト
を
主
催
す
る
団
体
に
役
場
職
員
が

所
属
し
、
参
加
し
て
い
る
場
合
は
、
勤
務
と
し

て
の
取
り
扱
い
は
し
な
い
が
、イ
ベン
ト
当
日
に
、

節
安
ふ
れ
あ
い
の
森
を
担
当
し
て
い
る
日
吉
支

所
の
職
員
に
、
勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
勤

務
日
に
振
替
休
日
を
割
り
振
る
予
定
に
し
て
い

る
。

◆
中

　山

　定

　則

　議
員

【
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て
】

問
運
賃
割
引
等
に
か
か
る
補
助
事
業
の
計
画

内
容
に
つ
い
て
。

安
全
運
転
管
理
者
（
総
務
財
政
課
長
）
へ
報

告
す
る
と
と
も
に
、「
鬼
北
町
職
員
服
務
規

程
」
に
よ
り
、「
交
通
事
故
（
違
反
）
て
ん

末
報
告
書
」
を
総
務
財
政
課
へ
提
出
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
事
故
の
責
任
体
制
は
、
公
用
車
運
転
中
の

事
故
に
な
る
た
め
、
町
に
賠
償
責
任
が
あ
り
、

事
故
の
補
償
に
つい
て
は
、
他
の
公
用
車
同
様
、

町
が
加
入
し
て
い
る
保
険
で
の
対
応
と
な
る
。

問
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
日
最
高
の
実
ハ
ン
ド
ル

時
間
、
走
行
キ
ロ
、
長
距
離
運
転
の
場
合
の

休
憩
時
間
に
つ
い
て
。

答
「
鬼
北
町
バ
ス
運
行
管
理
規
定
」
で
は
、

１
日
の
実
運
転
時
間
を
、
運
転
手
１
人
に
つ
き

６
時
間
以
内
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
走
行
距
離
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
走

行
距
離
上
限
を
３
０
０
キ
ロ
と
し
、
中
型
バ
ス

を
３
５
０
キ
ロ
と
し
て
い
た
が
、
令
和
元
年
11

月
か
ら
は
、
中
型
バ
ス
の
老
朽
化
に
よ
り
、
県

内
限
定
と
す
る
運
行
制
限
を
設
け
た
の
で
、
マ

イ
ク
ロ
バス
の
走
行
距
離
の
上
限
を
３
５
０
キ
ロ

と
し
て
運
用
し
て
い
る
。
こ
の
距
離
数
は
、
運

転
手
の
健
康
面
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
が

示
す
基
準
で
あ
る
昼
間
５
０
０
キ
ロ
、
夜
間

４
０
０
キ
ロ
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
運
転
手
と

協
議
し
、
定
め
た
上
限
と
な
って
い
る
。

　
ま
た
、
３
５
０
キ
ロ
を
超
え
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
町
長
が
許
可

す
る
場
合
に
限
り
、
国
土
交
通
省
の
基
準
を

超
え
な
い
範
囲
で
走
行
す
る
こ
と
も
可
能
と
し

て
い
る
。

　
長
距
離
運
転
の
場
合
の
休
憩
に
つ
い
て
は
、

有
償
で
運
行
を
し
て
い
る
運
送
事
業
者
の
場

合
、「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
」
の
規
定

に
よ
り
休
憩
し
た
地
点
や
日
時
を
記
録
す
る

義
務
が
あ
る
が
、
公
用
車
の
場
合
は
、
規
定

が
な
い
た
め
、
行
程
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し

た
上
で
、適
宜
休
憩
を
と
る
よ
う
使
用
申
請
者

（
担
当
課
）
と
調
整
を
行
って
い
る
。

　
な
お
、
運
転
手
の
健
康
と
安
全
の
た
め
、
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議
　
案

●
工
事
請
負
契
約
（
映
像
系
光
送
出
設
備
更

新
工
事
）
の
締
結
に
つい
て

●
工
事
請
負
契
約
（（
５
）
防
安
金
　
町
道

弓
滝
線
弓
滝
橋
歩
道
橋
上
部
工
工
事
（
そ
の

１
））
の
締
結
に
つい
て

●
工
事
請
負
契
約（
鬼
北
町
書
庫
整
備
工
事
）

の
締
結
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つい
て

●
令
和
５
年
度
鬼
北
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つい
て

同
　
意

●
鬼
北
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つい
て

一
　

 

　般

　

 

　質

　

 

　問

◆
兵

　頭

　
　
　稔

　議
員

【
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

問
「
地
域
別
の
経
過
年
数
、取
り
換
え
時
期
、

そ
れ
ぞ
れ
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

答
・
近
永
浄
水
場
施
設
は
、
昭
和
48
年
度
に

整
備
し
、
49
年
経
過
。

・
近
永
地
区
送
配
水
施
設
は
、
昭
和
51
年
度

に
整
備
し
、
46
年
経
過
。

・
下
鍵
山
地
区
配
水
施
設
は
、
昭
和
53
年
度

に
整
備
し
、
44
年
経
過
。

・
下
鍵
山
導
水
施
設
等
は
、
昭
和
57
年
度
と

昭
和
58
年
度
に
整
備
し
、完
了
後
39
年
経
過
。

・
近
永
地
区
２
号
水
源
・
新
広
見
浄
水
場
・

広
見
配
水
池
等
施
設
は
、
昭
和
55
年
度
か
ら

昭
和
57
年
度
に
整
備
し
、完
了
後
40
年
経
過
。

・
西
野
々
地
区
導
水
管
・
送
配
水
管
・
浄
水

場
等
施
設
は
、
昭
和
52
年
度
に
整
備
し
、
45

年
経
過
。

・
生
田
地
区
導
水
管
・
送
配
水
管
・
浄
水
場

等
は
、
昭
和
56
年
度
に
整
備
し
、
41
年
経
過
。

・
愛
治
地
区
（
大
宿
・
清
水
）
導
水
管
・
送

配
水
管
・
浄
水
場
等
は
、
昭
和
63
年
度
か
ら

平
成
２
年
度
に
整
備
し
、
完
了
後
32
年
経
過
。

・
下
鍵
山
簡
易
水
道
統
合
事
業
（
下
鍵
山
・

上
鍵
山
の一部
・
上
大
野
・
日
向
谷
の一部
・
父

野
川
の一部
）
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
平
成
９

年
度
に
整
備
し
、
完
了
後
25
年
経
過
。

・
広
見
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
（
近

永
・
好
藤
・
泉
・
三
島
）
は
、
平
成
６
年
度
か

ら
平
成
12
年
度
に
か
け
て
整
備
し
、
完
了
後

22
年
経
過
。

・
下
大
野
地
区
導
水
・
配
水
管
等
は
、
平
成

12
年
度
と
平
成
13
年
度
に
整
備
し
、
完
了
後

21
年
経
過
。

・
三
島
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
は
、
平
成

15
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
に
整
備
し
、
完
了

後
17
年
経
過
。

・
愛
治
地
区
電
気
計
装
設
備
更
新
事
業
は
、

平
成
25
年
度
に
整
備
し
、
９
年
経
過
。

・
日
吉
地
区
電
気
計
装
設
備
更
新
事
業
は
、

令
和
元
年
度
と
令
和
２
年
度
に
整
備
し
、
完

了
後
２
年
経
過
し
て
い
る
。

　
取
り
換
え
時
期
は
、管
路
に
つい
て
は
40
年
、

浄
水
場
施
設
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
つ

い
て
は
60
年
、
電
気
計
装
設
備
等
に
つ
い
て
は

20
年
が
目
安
と
な
って
い
る
。
現
在
、
施
設
の

老
朽
化
等
を
考
慮
し
、
順
次
更
新
し
て
い
る

が
、
管
路
・
ポ
ン
プ
等
の
更
新
の
経
費
に
つい
て

は
、
年
間
約
７
千
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て

整
備
し
て
い
る
。

問
西
野
々
地
区
・
生
田
地
区
配
水
管
更
新
工

事
の
終
了
予
定
に
つ
い
て
。

答
西
野
々
地
区
配
水
管
布
設
替
工
事
に
つい
て

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
令

和
５
年
度
に
完
了
す
る
予
定
。
ま
た
、
生
田

地
区
配
水
管
布
設
替
工
事
に
つい
て
は
、
今
年

度
か
ら
実
施
し
、
令
和
９
年
度
に
完
了
見
込

み
。

問
前
記
の
工
事
は
起
債
事
業
に
よ
り
行
う
と

伺
っ
て
い
る
が
、
資
本
金
を
取
り
崩
し
て
工

事
に
充
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
過
去
の
資
本
金
の
使
い
道
等
の一
般
質
問
に

も
お
答
え
し
た
よ
う
に
、
決
算
書
に
組
入
資

本
金
を
計
上
し
て
い
る
が
、
こ
の
組
入
資
本
金

は
、
未
処
分
利
益
剰
余
金
を
、
議
会
の
議
決

を
経
て
、
資
本
金
に
組
み
入
れ
た
組
入
額
に

相
当
す
る
も
の
で
、
現
金
の
裏
付
け
が
な
い
も

の
で
あ
る
た
め
、
取
り
崩
し
て
工
事
費
に
充
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
前
記
の
工
事
は
国
庫
補
助
事
業
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
か
。

答
上
水
道
事
業
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
水
道

事
業
実
務
必
携
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
水

道
施
設
整
備
費
に
係
る
交
付
要
綱
」
に
、様
々

な
メ
ニュ
ー
が
あ
る
が
、
給
水
管
の
分
岐
を
伴

う
配
水
管
に
つい
て
は
、
水
道
事
業
者
が
給
水

収
益
等
の
収
益
の
中
で
、
更
新
等
の
維
持
管

理
を
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
国
庫
補

助
事
業
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
って
い

る
。

【
総
務
財
政
課
の
施
策
概
要
に
つ
い
て
】

　
中
型
バ
ス
と
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
管
理
に
つ

い
て
、
現
在
、
総
務
財
政
課
が
管
理
し
て
い
る

公
用
バ
ス
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
と
中
型
バ
ス

鬼
北
町
議
会
6
月
定
例
会

　
第
２
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
議

案
５
件
、
同
意
14
件
が
提
案
さ
れ
、
議
案
全
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

１
台
の
計
３
台
で
あ
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
う

ち
１
台
は
、
管
理
運
行
を
業
者
に
委
託
し
て

お
り
、
も
う
１
台
は
、
町
の
会
計
年
度
任
用

職
員
が
管
理
運
行
を
行
って
い
る
。
ま
た
、
中

型
バ
ス
は
、
老
朽
化
の
た
め
使
用
を
中
止
し
て

お
り
、
廃
車
予
定
と
し
て
い
る
。

問
運
転
手
の
採
用
基
準
と
職
務
、
待
遇
に
つ

い
て
。

答
運
転
手
の
採
用
基
準
は
、
大
型
二
種
免
許

又
は
大
型
一種
免
許
を
有
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
お
り
、
筆
記
試
験
及
び
面
接
試
験
の
結

果
に
よ
り
、
合
否
を
判
断
し
て
採
用
を
し
て
い

る
。

　
職
務
内
容
は
、
中
型
バス
及
び
マ
イ
ク
ロ
バス

の
管
理
運
行
を
主
た
る
業
務
と
し
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
職
員
と
し
て
雇
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
給
与
は
、
時
給
単
価
に
勤
務
時
間
数

を
乗
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
勤
務
時
間
は
、

バ
ス
使
用
日
の
点
検
及
び
運
行
を
含
ん
だ
時

間
と
し
て
い
る
。

問
運
行
前
の
点
検
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

等
に
つ
い
て
。

答
運
行
前
点
検
に
つい
て
は
、
国
土
交
通
省
が

示
し
て
い
る
「
自
動
車
の
点
検
及
び
整
備
に

関
す
る
手
引
き
」
を
も
と
に
、
運
行
の
前
後

に
運
転
手
に
よ
り
、
タ
イ
ヤ
空
気
圧
・
ヘッ
ド

ラ
イ
ト
や
方
向
指
示
器
等
の
電
気
関
係
・
冷

却
水
・
エ
ン
ジ
ン
周
り
・
ブ
レ
ー
キ
及
び
ク
ラ
ッ

チ
作
動
状
況
・
燃
料
等
に
つ
い
て
点
検
を
行
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェッ
ク
に
つい
て
は
、
運

行
前
に
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェッ
カ
ー
を
用
い
て
検
査

を
実
施
し
て
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
運
行

後
は
目
視
に
よ
り
確
認
を
行
って
い
る
。

問
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の
処
理
及
び
責
任
体

制
に
つ
い
て
。

答
「
鬼
北
町
安
全
運
転
管
理
規
定
」
に
よ
り
、

ま
ず
被
害
者
の
救
護
、
次
に
所
轄
警
察
署
への

連
絡
、
そ
の
他
状
況
に
よ
り
必
要
な
応
急
処

置
を
行
っ
た
あ
と
、
鬼
北
町
が
選
任
し
て
い
る

に
、
そ
の
利
便
性
等
に
つ
い
て
意
見
を
お
聞
き

す
る
な
ど
、
座
談
会
を
計
画
す
る
も
の
で
あ

り
、
座
談
会
で
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
交
通
事

業
者
と
情
報
を
共
有
し
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見

直
し
時
期
に
お
い
て
参
考
と
す
る
な
ど
、
利
便

性
の
向
上
を
目
的
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
三
島
ふ
れ
あ

い
タ
ク
シ
ー
運
営
協
議
会
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
座
談
会
内
容
に
つい
て
協
議
の
上
、
実
施

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
法
定
の
交
通
会
議
、
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
の
会
議
の
ほ
か
、
定
期
的
に
鬼
北

町
と
交
通
事
業
者
と
の
連
絡
会
を
開
催
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
こ
れ
か
ら
の
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
や

支
援
施
策
を
推
し
進
め
る
上
で
、
議
員
ご
提

案
の
連
絡
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も

重
要
な
視
点
と
捉
え
、
今
後
、
交
通
事
業
者

の
意
見
も
踏
ま
え
、
開
催
に
向
け
、
協
議
・

検
討
を
行
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
鬼
北
町
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
】

問
広
報
き
ほ
く
に
常
設
の
地
域
福
祉
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
情
報

発
信
や
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

答
本
計
画
策
定
に
あ
た
り
実
施
し
た
「
町
民

意
識
調
査
」
の
結
果
か
ら
も
、
地
域
福
祉
に

関
す
る
情
報
提
供
が
十
分
で
な
い
と
感
じ
て
い

る
方
が
多
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用

し
て
、
情
報
発
信
を
行
って
き
た
が
、
必
要
な

情
報
が
必
要
な
人
に
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
地
域
福
祉
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
お

伝
え
す
る
方
法
の
１
つ
と
し
て
、「
広
報
き
ほ

く
」
に
常
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
福
祉
に
関
す

る
幅
広
い
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
令
和
４
年
度
は
、
各
種
福
祉
分
野
に
お
い

答
運
賃
割
引
の
対
象
と
す
る
交
通
機
関
に
つい

て
は
、
町
内
タ
ク
シ
ー
及
び
町
内
を
運
行
す
る

民
間
路
線
バ
ス
を
想
定
し
、
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
免
許
を
有
さ
な
い
高
齢
者
等
を
助
成
対

象
者
と
し
て
、
検
討
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
利
用
者
が
対
象
の
交
通
機

関
を
利
用
す
る
際
に
、
町
が
発
行
す
る
交
通

系
カ
ー
ド
、
ま
た
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

に
よ
る
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
に
よ
り
、
割
引
後

の
運
賃
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
割
引
分
の
運

賃
相
当
額
に
つい
て
は
、
今
年
度
、
開
発
導
入

を
予
定
し
て
い
る
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
事

業
者
へ
補
填
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　
割
引
率
や
割
引
と
な
る
運
行
範
囲
な
ど
、

制
度
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
担
当
課
に
お

い
て
、
恒
久
的
な
助
成
制
度
と
し
て
制
度
設

計
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
概
要
や
事

業
実
施
時
期
に
つい
て
は
、
交
通
事
業
者
等
の

意
向
も
踏
ま
え
、
今
後
、
関
係
事
業
者
及
び

シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
者
と
の
調
整
を
進
め
る
予

定
と
し
て
い
る
。

問
バ
ス
等
の
公
共
交
通
乗
り
方
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
と
効
果
に
つ
い
て
。

答
基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
保
育
所
等
で
の
出

前
講
座
や
、
高
齢
者
が
集
う
地
域
サ
ロ
ン
等

で
の
公
共
交
通
乗
り
方
イ
ベン
ト
の
開
催
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、
子
供
の
頃
か
ら
バ
ス
等
の

公
共
交
通
機
関
に
慣
れ
親
し
む
機
会
と
し
て
、

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
が
実
施

す
る
運
賃
割
引
事
業
の
ご
案
内
や
キ
ャッ
シ
ュレ

ス
に
よ
る
乗
り
方
講
話
な
ど
、
ご
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
機
会
と
し
て
計
画
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
促
進
効
果

を
期
待
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
バ
ス
等
の
公
共
交
通
を
利
用
し
た
お
出
か

け
プ
ラ
ン
座
談
会
の
内
容
と
効
果
に
つ
い
て
。

答
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
目
的
地
ま
で

外
出
し
た
場
合
の
「
所
要
時
間
」
や
「
利
用

運
賃
」、「
到
着
時
間
」
な
ど
の
プ
ラ
ン
を
元

厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い
る
「
自
動
車
運
転

者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
」
に

あ
る
、
運
転
時
間
４
時
間
ご
と
に
30
分
の
休

憩
、
も
し
く
は
４
時
間
以
内
に
30
分
の
休
憩

を
分
割
し
て
確
保
す
る
よ
う
、
改
め
て
周
知

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
日
吉
支
所
の
施
策
概
要
に
つ
い
て
】

問
林
道
日
向
谷
節
安
線
開
通
と
あ
る
が
、
開

通
予
定
日
に
つ
い
て
。

答
林
道
日
向
谷
節
安
線
に
つい
て
は
、
日
吉
地

区
の
日
向
谷
地
区
と
父
野
川
上
地
区
を
接
続

す
る
基
幹
林
道
と
し
て
、
特
殊
森
林
法
人
森

林
開
発
公
団
に
よ
って
、
平
成
６
年
度
に
着
手

さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
21
年
度
か
ら
愛
媛
県

が
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
、
令
和
９
年
度

完
成
予
定
で
開
設
事
業
を
進
め
て
い
る
。

問
町
職
員
が
自
然
体
験
や
清
流
イ
ベ
ン
ト
等

に
勤
務
し
た
場
合
の
扱
い
に
つ
い
て
。

答
節
安
ふ
れ
あ
い
の
森
で
は
、
４
年
前
ま
で
は
、

毎
年
、
日
吉
地
域
の
住
民
の
方
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
「
日
吉
一
希
を
起
こ
す
会
」
が
、

清
流
と
親
し
む
イ
ベン
ト
「
せ
せ
ら
ぎ
魚
っ
ち

ん
ぐ
」
を
開
催
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
３
年
間
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
今
年
度
は
、
７
月
16
日
の
日
曜

日
に
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
予
定
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　
イ
ベン
ト
を
主
催
す
る
団
体
に
役
場
職
員
が

所
属
し
、
参
加
し
て
い
る
場
合
は
、
勤
務
と
し

て
の
取
り
扱
い
は
し
な
い
が
、イ
ベン
ト
当
日
に
、

節
安
ふ
れ
あ
い
の
森
を
担
当
し
て
い
る
日
吉
支

所
の
職
員
に
、
勤
務
を
命
ず
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
勤

務
日
に
振
替
休
日
を
割
り
振
る
予
定
に
し
て
い

る
。

◆
中

　山

　定

　則

　議
員

【
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て
】

問
運
賃
割
引
等
に
か
か
る
補
助
事
業
の
計
画

内
容
に
つ
い
て
。

安
全
運
転
管
理
者
（
総
務
財
政
課
長
）
へ
報

告
す
る
と
と
も
に
、「
鬼
北
町
職
員
服
務
規

程
」
に
よ
り
、「
交
通
事
故
（
違
反
）
て
ん

末
報
告
書
」
を
総
務
財
政
課
へ
提
出
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
事
故
の
責
任
体
制
は
、
公
用
車
運
転
中
の

事
故
に
な
る
た
め
、
町
に
賠
償
責
任
が
あ
り
、

事
故
の
補
償
に
つい
て
は
、
他
の
公
用
車
同
様
、

町
が
加
入
し
て
い
る
保
険
で
の
対
応
と
な
る
。

問
ド
ラ
イ
バ
ー
の
１
日
最
高
の
実
ハ
ン
ド
ル

時
間
、
走
行
キ
ロ
、
長
距
離
運
転
の
場
合
の

休
憩
時
間
に
つ
い
て
。

答
「
鬼
北
町
バ
ス
運
行
管
理
規
定
」
で
は
、

１
日
の
実
運
転
時
間
を
、
運
転
手
１
人
に
つ
き

６
時
間
以
内
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
走
行
距
離
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
走

行
距
離
上
限
を
３
０
０
キ
ロ
と
し
、
中
型
バ
ス

を
３
５
０
キ
ロ
と
し
て
い
た
が
、
令
和
元
年
11

月
か
ら
は
、
中
型
バ
ス
の
老
朽
化
に
よ
り
、
県

内
限
定
と
す
る
運
行
制
限
を
設
け
た
の
で
、
マ

イ
ク
ロ
バス
の
走
行
距
離
の
上
限
を
３
５
０
キ
ロ

と
し
て
運
用
し
て
い
る
。
こ
の
距
離
数
は
、
運

転
手
の
健
康
面
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
が

示
す
基
準
で
あ
る
昼
間
５
０
０
キ
ロ
、
夜
間

４
０
０
キ
ロ
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
運
転
手
と

協
議
し
、
定
め
た
上
限
と
な
って
い
る
。

　
ま
た
、
３
５
０
キ
ロ
を
超
え
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
町
長
が
許
可

す
る
場
合
に
限
り
、
国
土
交
通
省
の
基
準
を

超
え
な
い
範
囲
で
走
行
す
る
こ
と
も
可
能
と
し

て
い
る
。

　
長
距
離
運
転
の
場
合
の
休
憩
に
つ
い
て
は
、

有
償
で
運
行
を
し
て
い
る
運
送
事
業
者
の
場

合
、「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
」
の
規
定

に
よ
り
休
憩
し
た
地
点
や
日
時
を
記
録
す
る

義
務
が
あ
る
が
、
公
用
車
の
場
合
は
、
規
定

が
な
い
た
め
、
行
程
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し

た
上
で
、適
宜
休
憩
を
と
る
よ
う
使
用
申
請
者

（
担
当
課
）
と
調
整
を
行
って
い
る
。

　
な
お
、
運
転
手
の
健
康
と
安
全
の
た
め
、

広報きほく　2023.85



合
い
を
重
ね
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
決
定
を
さ

れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
自
治
会
と
い
う
の
は
、
地
域
住
民
が
地
域

に
お
い
て
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る
自
治
組
織

で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
に
お
い
て
、
成

り
立
ち
や
活
動
の
歴
史
、
地
理
的
状
況
に
お

い
て
独
自
性
が
あ
る
。
行
政
が
主
導
し
て
自

治
会
の
再
編
を
す
る
こ
と
は
、
法
的
に
問
題

は
な
い
と
し
て
も
、
自
治
会
に
お
い
て
最
も
尊

重
さ
れ
る
べ
き
は
、地
域
住
民
の
意
思
で
あ
り
、

自
治
会
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
組
織
と
し
て
の
意
思
決
定
に
よ
る
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
再
編
に
あ
た
り
自
治
会
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
行
政
と

し
て
も
何
ら
か
の
支
援
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
す
ぐ
に
有
効
な
解
決
策
は
な
い
が
、

全
国
的
な
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
他
の
自
治
体

の
状
況
も
情
報
収
集
し
、
有
効
な
対
策
に
つい

て
は
、
本
町
で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
町
内
各
小
学
校
・
保
育
所
・
公
園
の
遊
具

に
つ
い
て
】

問
町
内
の
遊
具
点
検
等
の
頻
度
に
つ
い
て
。

答
小
学
校
の
遊
具
の
安
全
点
検
は
、
学
校
保

健
安
全
法
施
行
規
則
に
お
い
て
、「
毎
学
期
１

回
以
上
、
児
童
生
徒
等
が
通
常
使
用
す
る
施

設
及
び
設
備
の
異
常
の
有
無
に
つ
い
て
系
統
的

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
現
在
、
町
内
の

各
小
学
校
に
お
い
て
は
、
毎
月
、
教
職
員
に
よ

る
遊
具
の
日
常
点
検
を
行
って
お
り
、
異
常
が

あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
に
速
や
か
に
報
告
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
変
形
及
び
異
常
を

確
認
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
遊
具
の一部
又

は
全
部
の
使
用
中
止
の
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
遊
具
の
構
造
や
点
検

に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
、
技
能
を
有
す
る

専
門
技
術
者
に
よ
る
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

鬼
北
総
合
公
園
の
遊
具
は
、
鬼
北
町
総
合

た
困
難
事
例
等
に
つ
い
て
は
、
県
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
の
助

言
・
協
力
を
受
け
、
他
機
関
協
働
に
よ
り
連

絡
会
議
等
を
設
け
て
、
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
本
町
の
体
制
と
し
て
は
、
日
頃
か
ら
保
健
・

医
療
・
福
祉
な
ど
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、

教
育
・
住
ま
い
な
ど
の
分
野
と
の
協
働
に
努
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
分
野
で
支
援
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
う
重
層
的
支
援
体
制
の
基

盤
は
お
お
む
ね
整
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
は
、
会
議
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
か
ら
、
潜
在
的
な
相
談
者
を
見
つ
け

る
と
いっ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
に
取
り
組

む
な
ど
、一層
の
体
制
強
化
を
図
って
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
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【
町
内
自
治
会
・
組
組
織
の
統
廃
合
に
つ
い

て
】

問
自
治
会
の
再
編
に
つ
い
て
の
行
政
側
の
考

え
方
、
捉
え
方
と
、
自
治
会
の
再
編
に
つ
い

て
、
行
政
主
導
で
出
来
る
の
か
出
来
な
い
の

か
。

答
議
員
ご
指
摘
の
、
自
治
会
・
自
治
組
織
の

役
員
の
な
り
手
不
足
、
あ
る
い
は
自
治
会
加

入
率
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
問
題
に

な
って
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
鬼
北
町
に
お
い

て
も
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
未
加
入
世
帯

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
短
い
周
期
で
区
長
・
組

長
等
の
役
が
頻
繁
に
回
っ
て
く
る
と
いっ
た
組

織
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
こ

こ
数
年
の
区
長
組
長
会
に
お
い
て
も
、
同
様
の

意
見
を
何
度
か
お
伺
い
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
区
に
よ
って
は
、
現
実
問
題
と
し

て
組
織
の
運
営
が
難
し
く
な
り
、
組
の
休
止

や
統
合
を
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
近
年
、
再

編
さ
れ
た
自
治
組
織
に
つ
い
て
は
、
解
散
、
活

動
休
止
、
合
併
、
吸
収
合
併
等
の
再
編
例
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
話
し

て
、
町
内
小
中
学
校
に
お
い
て
「
ミ
ニ
集
会
」

を
実
施
し
、
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
好
藤

小
学
校
と
広
見
中
学
校
で
、
更
生
保
護
と
は

何
か
、
ま
た
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
講
演
を

行
って
い
る
。

　
令
和
５
年
度
に
つい
て
は
、
こ
れ
ら
の
講
座
・

学
習
会
・
講
演
会
の
開
催
を
継
続
し
な
が
ら
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
対
象

者
を
高
校
生
に
拡
充
し
、
県
立
北
宇
和
高
校

で
実
施
予
定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
宇
和
島

地
区
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
講
座
を
実
施
し
て

い
な
い
公
民
館
に
お
い
て
、
成
年
後
見
制
度
研

修
会
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
学
習
と
し
て

は
、
講
座
等
の
開
催
だ
け
で
な
く
、「
広
報
き

ほ
く
」
の
常
設
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
よ
り
、
地

域
福
祉
と
は
何
か
、
日
頃
の
ご
近
所
と
の
お
付

き
合
い
や
、
声
掛
け
の
大
切
さ
な
ど
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け

て
の
町
の
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
町
の
体
制
は
出

来
て
い
る
の
か
。

答
住
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
困
り
ご
と
に
対
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
窓
口
で
解
決
す
る

場
合
も
あ
る
が
、
多
面
的
に
支
援
が
必
要
な

場
合
も
多
く
あ
り
、
ま
た
、
困
り
ご
と
が
多

岐
に
渡
り
、
行
政
の
相
談
窓
口
に
適
切
に
つ
な

が
ら
ず
、
孤
立
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
と
行
政
が
連
携
し
や
す
い
関
係

性
で
あ
る
こ
と
や
、
幅
広
い
分
野
の
他
機
関
協

働
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
町
の
相
談
窓
口
に
お
い
て
は
、
ご
本

人
・
ご
家
族
か
ら
の
相
談
だ
け
で
な
く
、
各
種

事
業
所
・
団
体
、
ま
た
民
生
児
童
委
員
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供

な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
、

課
題
に
対
す
る
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

ケ
ア
会
議
や
ケ
ー
ス
会
議
な
ど
を
実
施
し
、
ま

て
福
祉
に
関
す
る
講
座
や
学
習
会
を
ど
れ
だ

け
実
施
し
た
の
か
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
の

福
祉
に
関
す
る
学
習
機
会
の
拡
充
計
画
は
出

来
て
い
る
の
か
。

答
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
福
祉
に
関
す
る

講
座
や
学
習
会
と
し
て
、
保
健
介
護
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
町
内
小
中
学
校
７
校
で

実
施
す
る
と
と
も
に
、
住
民
講
座
と
し
て
は
、

宇
和
島
地
区
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
「
ピ
ッ
ト
」

の
ご
協
力
に
よ
り
、
愛
治
公
民
館
・
好
藤
公

民
館
に
お
い
て
、「
成
年
後
見
制
度
な
ど
に
関

す
る
学
習
会
」
を
実
施
し
た
。
そ
れ
以
外
に

も
「
認
知
症
の
理
解
を
す
す
め
る
た
め
の
講

演
会
」
を
２
回
開
催
し
、
高
齢
者
福
祉
や
権

利
擁
護
の
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
って
い
る
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
社
会
福
祉
を
学
ぶ
機

会
と
し
て
、
鬼
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、町
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、

「
福
祉
体
験
学
習
」
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
日
吉
小
学
校
・
三

島
小
学
校
・
広
見
中
学
校
で
実
施
し
た
。

　
障
害
福
祉
の
分
野
で
は
、
平
成
25
年
か
ら

毎
年
、
宇
和
島
圏
域
で
実
施
し
て
い
る
「
宇

和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
」
の
入
門

課
程
と
基
礎
課
程
を
実
施
し
、
鬼
北
町
か
ら

は
１
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
・
地
域
の
相
談

役
と
し
て
、
日
々
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
民

生
児
童
委
員
の
方
々
に
は
、
児
童
福
祉
か
ら

高
齢
者
福
祉
ま
で
幅
広
い
知
識
の
習
得
の
た

め
に
、
全
国
・
県
等
が
主
催
の
研
修
会
に
積

極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、
鬼
北
町
民
生

児
童
委
員
協
議
会
に
お
い
て
も
、
権
利
擁
護
、

生
活
困
窮
者
支
援
制
度
、
生
活
保
護
等
の
学

習
会
を
開
催
し
、
地
域
福
祉
の
大
切
な
担
い

手
と
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
宇
和
島
地
区
保
護
司
会
鬼
北
分
区

に
お
い
て
は
、
毎
年
７
月
に
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
強
化
月
間
」
の
活
動
の一環
と
し

３
年
が
経
過
し
た
現
在
、
シ
ー
ト
被
覆
し
て
い

な
い
新
た
な
箇
所
か
ら
雨
漏
り
が
発
生
し
て

お
り
、
応
急
対
策
に
つい
て
、
建
築
士
か
ら
意

見
を
伺
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

蔵
・
石
垣
及
び
土
塀
・
南
面
石
垣
な
ど
も

保
存
修
理
を
要
す
る
と
の
診
断
で
あ
る
が
、

建
物
の
基
盤
地
下
の
湧
水
も
確
認
さ
れ
て
お

り
、
建
物
の
保
存
改
修
を
進
め
る
上
で
は
、

外
構
を
含
め
て
全
体
的
な
修
理
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
保
存
改
修
後
の
維
持
管
理
や
利
活

用
に
つい
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
平
成
30

年
度
、「
井
谷
家
住
宅
保
存
活
用
検
討
委
員

会
」
を
発
足
し
、
井
谷
家
住
宅
の
保
存
・
活

用
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
、

保
存
活
用
計
画
の
認
定
と
合
わ
せ
て
、
文
化

庁
と
も
協
議
を
行
って
い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

活
用
法
に
つい
て
は
、
委
員
会
を
主
体
に
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

な
ど
を
行
って
お
り
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
の
利
用
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

所
、
宿
泊
施
設
、
観
光
拠
点
と
し
て
の
利
用

な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
保
存
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
国
の

許
可
が
必
要
と
な
る
が
、
工
事
費
用
が
高
額

と
な
る
見
込
み
で
、
国
庫
補
助
等
の
補
助
事

業
も
な
い
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
含
め
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。保存

改
修
、
改
修
後
の
維
持
管
理
や
活
用

方
法
を
含
め
、
保
存
活
用
検
討
委
員
会
や
建

築
士
、
文
化
庁
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
改
修
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
つ
い
て
】

問
選
手
・
関
係
者
等
の
宿
泊
先
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
宿
泊
先
の
選
定
・
配
宿
及
び
輸
送
に
つ

い
て
は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め

２
０
２
３
実
行
委
員
会
」
の
宿
泊
等
基
本
方

平
成
29
年
度
に
修
繕
不
可
遊
具
２
基
を
撤
去

し
、
４
基
の
遊
具
を
新
設
し
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
に
は
修
繕
不
可
遊
具
２
基
を
撤

去
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
遊
具
２
基
を
今
年
度

設
置
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
園
に
つ
い
て
は
、「
き
ほ
く
の

里
保
育
園
」
と
、
今
後
、
遊
具
も
含
め
改
修

等
の
整
備
を
行
う
予
定
の
２
か
所
の
認
定
子

ど
も
園
に
お
い
て
は
、
当
分
の
間
は
問
題
な
く

使
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、
将
来
的
に
使

用
禁
止
と
な
っ
た
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
対
象

遊
具
の
規
模
や
園
児
数
等
を
考
慮
し
た
上
で
、

遊
具
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

◆
末

廣

啓

議
員

【
有
形
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
】

答
井
谷
家
住
宅
は
、
私
財
を
投
じ
て
、
ま
ち

づ
く
り
や
南
予
交
通
路
開
発
、
教
育
に
尽
力

し
、
日
吉
村
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た

日
吉
村
初
代
村
長
　
井
谷
正ま

さ

命み
ち

氏
が
、
明
治

26
年
に
建
て
た
住
宅
で
、「
明
星
ケ
丘
」
で
四

国
初
の
メ
ー
デ
ー
を
行
い
、
労
働
者
運
動
な
ど

の
社
会
運
動
を
進
め
、
戦
後
に
衆
議
院
議
員

を
務
め
た
子
息
の
井
谷
正
吉
氏
が
余
生
を
過

ご
し
た
住
宅
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
住
宅
は
、
正
命
氏
の
建
築
思
想
を
反

映
し
た
、
農
家
住
宅
で
も
、
庄
屋
住
宅
で
も

な
い
、
近
代
建
築
の
萌ほ

う

芽が

的
建
物
と
し
て
建

築
学
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
24
年
、

国
登
録
有
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
、
平
成
29

年
に
町
の
公
有
財
産
と
し
て
取
得
し
て
い
る
。

井
谷
家
住
宅
の
現
状
と
し
て
は
、
主
屋・蔵・

石
垣
及
び
土
塀
・
南
面
石
垣
に
つ
い
て
、
経
年

に
よ
る
劣
化
や
腐
朽
が
目
立
ち
、
早
急
な
保

存
改
修
の
手
立
て
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

の
診
断
が
出
さ
れ
、
主
屋
に
つ
い
て
は
、
屋
根

の
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
６
月
に
「
屋
根
シ
ー
ト

被
覆
雨
漏
り
応
急
対
策
工
事
」を
実
施
し
た
。

小
学
校
に
お
け
る
遊
具
を
含
め
た
施
設
・

設
備
の
設
置
に
つい
て
は
、
小
学
校
設
置
基
準

の
中
で
、「
小
学
校
に
は
、
学
級
数
及
び
児
童

数
に
応
じ
、
指
導
上
、
保
健
衛
生
上
及
び
安

全
上
必
要
な
種
類
及
び
数
の
校
具
及
び
教
具

を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
の
規
定
が

あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
町
内
の
小
学
校
に
も

遊
具
を
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
園
に
つ
い
て
は
、「
保
育
所
保

育
指
針
」
の
「
保
育
所
保
育
に
関
す
る
基
本

原
則
」
の
中
に
、
保
育
の
環
境
の一つ
と
し
て
、

施
設
や
遊
具
な
ど
の
物
的
環
境
を
整
備
し
、

子
ど
も
の
活
動
が
豊
か
に
展
開
さ
れ
る
よ
う

設
備
や
環
境
を
整
え
、
安
全
の
確
保
な
ど
に

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
、

子
ど
も
が
好
き
な
遊
び
を
選
択
す
る
こ
と
が

自
己
表
現
の
第
一歩
と
な
る
こ
と
や
、
保
育
士

が
子
ど
も
の
興
味
や
関
心
と
、
心
身
の
状
態

を
知
り
、
遊
び
を
通
し
て
児
童
の
成
長
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
保
育
園
に

と
って
遊
具
は
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

今
年
度
４
月
に
開
園
し
た
「
き
ほ
く
の
里

保
育
園
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方

に
基
づ
き
、
遊
具
の
整
備
を
行
な
っ
た
が
、
今

後
改
修
を
予
定
し
て
い
る
園
に
お
い
て
も
、
施

設
の
改
修
等
と
あ
わ
せ
て
、
順
次
整
備
し
て

行
く
予
定
と
し
て
い
る
。

問
撤
去
後
新
設
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
小
学
校
の
遊
具
を
撤
去
し
た
場
合
、
学

校
の
要
望
等
に
よ
り
遊
具
の
新
設
を
行
っ
て
い

る
。
最
近
で
は
、
平
成
27
年
度
に
行
っ
た
専

門
技
術
者
に
よ
る
遊
具
の
点
検
結
果
を
踏
ま

え
、
平
成
28
年
度
に
修
繕
不
可
遊
具
を
撤
去

し
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
に
か
け

て
、
学
校
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
新
規
遊
具

の
整
備
を
行
って
い
る
。
今
後
も
、
必
要
に
応

じ
、
遊
具
の
修
繕
や
撤
去
を
行
い
、
撤
去
後

の
新
規
遊
具
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
協
議
し
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
鬼
北
総
合
公
園
の
遊
具
に
つい
て
は
、

公
園
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
鬼
北
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
い
る
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
協
会
職
員
が
毎
月
３
回
程
度
の
日
常

点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
鬼
北
総
合

公
園
は
、
都
市
公
園
法
に
規
定
す
る
公
園
で

あ
り
、
都
市
公
園
施
行
規
則
に
お
い
て
、「
遊

具
の
点
検
は
年
１
回
を
基
本
と
す
る
。」
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
年
に一度
、
専
門
業
者
に
よ

る
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
下
鍵
山
公
園
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
３
月
に
遊
具
を
設
置
し
た
が
、
公
園
利
用

者
の
安
全
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
国
土
交

通
省
の
「
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具
の
安
全

確
保
に
関
す
る
指
針
」
に
準
じ
て
、
令
和
４

年
度
か
ら
年
１
回
、
専
門
業
者
に
よ
る
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
園
の
遊
具
点
検
の
頻
度
に
つい

て
は
、
厚
生
労
働
省
通
知
「
児
童
福
祉
施
設

等
に
設
置
し
て
い
る
遊
具
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
」
の
中
で
、
国
土
交
通
省
の
「
都
市
公
園

に
お
け
る
遊
具
の
安
全
確
保
に
関
す
る
指
針
」

を
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
指
針

に
基
づ
き
、
遊
具
の
構
造
や
詳
細
な
点
検
に

関
す
る
専
門
的
な
知
見
、
技
能
を
有
す
る
専

門
技
術
者
に
よ
る
定
期
点
検
を
年
１
回
実
施

し
て
い
る
。
併
せ
て
、
毎
月
１
回
、
各
保
育
所

に
お
い
て
職
員
に
よ
る
点
検
を
行
って
い
る
。

問
行
政
・
教
育
委
員
会
と
し
て
の
遊
具
の
考

え
方
に
つ
い
て
。

答
子
ど
も
は
、
遊
び
を
通
じ
て
自
ら
の
限
界

に
挑
戦
し
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
な

面
な
ど
が
成
長
す
る
も
の
で
あ
り
、
集
団
の

遊
び
の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
確
認
す
る
な
ど

の
ほ
か
、
遊
び
を
通
じ
て
、
自
ら
の
創
造
性
や

主
体
性
を
向
上
さ
せ
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
遊
具
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
遊

び
の
機
会
を
提
供
し
、
子
ど
も
の
遊
び
を
促

進
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て
魅

力
的
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
成
長
に
役
立
つ

も
の
で
あ
る
。
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合
い
を
重
ね
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
決
定
を
さ

れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
自
治
会
と
い
う
の
は
、
地
域
住
民
が
地
域

に
お
い
て
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る
自
治
組
織

で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
に
お
い
て
、
成

り
立
ち
や
活
動
の
歴
史
、
地
理
的
状
況
に
お

い
て
独
自
性
が
あ
る
。
行
政
が
主
導
し
て
自

治
会
の
再
編
を
す
る
こ
と
は
、
法
的
に
問
題

は
な
い
と
し
て
も
、
自
治
会
に
お
い
て
最
も
尊

重
さ
れ
る
べ
き
は
、地
域
住
民
の
意
思
で
あ
り
、

自
治
会
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
組
織
と
し
て
の
意
思
決
定
に
よ
る
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
再
編
に
あ
た
り
自
治
会
だ
け
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
行
政
と

し
て
も
何
ら
か
の
支
援
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
す
ぐ
に
有
効
な
解
決
策
は
な
い
が
、

全
国
的
な
問
題
で
も
あ
る
の
で
、
他
の
自
治
体

の
状
況
も
情
報
収
集
し
、
有
効
な
対
策
に
つい

て
は
、
本
町
で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
町
内
各
小
学
校
・
保
育
所
・
公
園
の
遊
具

に
つ
い
て
】

問
町
内
の
遊
具
点
検
等
の
頻
度
に
つ
い
て
。

答
小
学
校
の
遊
具
の
安
全
点
検
は
、
学
校
保

健
安
全
法
施
行
規
則
に
お
い
て
、「
毎
学
期
１

回
以
上
、
児
童
生
徒
等
が
通
常
使
用
す
る
施

設
及
び
設
備
の
異
常
の
有
無
に
つ
い
て
系
統
的

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
現
在
、
町
内
の

各
小
学
校
に
お
い
て
は
、
毎
月
、
教
職
員
に
よ

る
遊
具
の
日
常
点
検
を
行
って
お
り
、
異
常
が

あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
に
速
や
か
に
報
告
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
変
形
及
び
異
常
を

確
認
し
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
遊
具
の一部
又

は
全
部
の
使
用
中
止
の
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
遊
具
の
構
造
や
点
検

に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
、
技
能
を
有
す
る

専
門
技
術
者
に
よ
る
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　
鬼
北
総
合
公
園
の
遊
具
は
、
鬼
北
町
総
合

た
困
難
事
例
等
に
つ
い
て
は
、
県
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
の
助

言
・
協
力
を
受
け
、
他
機
関
協
働
に
よ
り
連

絡
会
議
等
を
設
け
て
、
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
本
町
の
体
制
と
し
て
は
、
日
頃
か
ら
保
健
・

医
療
・
福
祉
な
ど
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、

教
育
・
住
ま
い
な
ど
の
分
野
と
の
協
働
に
努
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
幅
広
い
分
野
で
支
援
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
う
重
層
的
支
援
体
制
の
基

盤
は
お
お
む
ね
整
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
は
、
会
議
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
か
ら
、
潜
在
的
な
相
談
者
を
見
つ
け

る
と
いっ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
に
取
り
組

む
な
ど
、一層
の
体
制
強
化
を
図
って
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
芝

　
　
　照

　雄

　議
員

【
町
内
自
治
会
・
組
組
織
の
統
廃
合
に
つ
い

て
】

問
自
治
会
の
再
編
に
つ
い
て
の
行
政
側
の
考

え
方
、
捉
え
方
と
、
自
治
会
の
再
編
に
つ
い

て
、
行
政
主
導
で
出
来
る
の
か
出
来
な
い
の

か
。

答
議
員
ご
指
摘
の
、
自
治
会
・
自
治
組
織
の

役
員
の
な
り
手
不
足
、
あ
る
い
は
自
治
会
加

入
率
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
問
題
に

な
って
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
鬼
北
町
に
お
い

て
も
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
未
加
入
世
帯

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
短
い
周
期
で
区
長
・
組

長
等
の
役
が
頻
繁
に
回
っ
て
く
る
と
いっ
た
組

織
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
こ

こ
数
年
の
区
長
組
長
会
に
お
い
て
も
、
同
様
の

意
見
を
何
度
か
お
伺
い
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
区
に
よ
って
は
、
現
実
問
題
と
し

て
組
織
の
運
営
が
難
し
く
な
り
、
組
の
休
止

や
統
合
を
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
近
年
、
再

編
さ
れ
た
自
治
組
織
に
つ
い
て
は
、
解
散
、
活

動
休
止
、
合
併
、
吸
収
合
併
等
の
再
編
例
が

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
話
し

て
、
町
内
小
中
学
校
に
お
い
て
「
ミ
ニ
集
会
」

を
実
施
し
、
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
好
藤

小
学
校
と
広
見
中
学
校
で
、
更
生
保
護
と
は

何
か
、
ま
た
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
講
演
を

行
って
い
る
。

　
令
和
５
年
度
に
つい
て
は
、
こ
れ
ら
の
講
座
・

学
習
会
・
講
演
会
の
開
催
を
継
続
し
な
が
ら
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
対
象

者
を
高
校
生
に
拡
充
し
、
県
立
北
宇
和
高
校

で
実
施
予
定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
宇
和
島

地
区
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
講
座
を
実
施
し
て

い
な
い
公
民
館
に
お
い
て
、
成
年
後
見
制
度
研

修
会
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
学
習
と
し
て

は
、
講
座
等
の
開
催
だ
け
で
な
く
、「
広
報
き

ほ
く
」
の
常
設
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
に
よ
り
、
地

域
福
祉
と
は
何
か
、
日
頃
の
ご
近
所
と
の
お
付

き
合
い
や
、
声
掛
け
の
大
切
さ
な
ど
を
再
認

識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け

て
の
町
の
取
り
組
み
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
町
の
体
制
は
出

来
て
い
る
の
か
。

答
住
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
困
り
ご
と
に
対
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
窓
口
で
解
決
す
る

場
合
も
あ
る
が
、
多
面
的
に
支
援
が
必
要
な

場
合
も
多
く
あ
り
、
ま
た
、
困
り
ご
と
が
多

岐
に
渡
り
、
行
政
の
相
談
窓
口
に
適
切
に
つ
な

が
ら
ず
、
孤
立
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
と
行
政
が
連
携
し
や
す
い
関
係

性
で
あ
る
こ
と
や
、
幅
広
い
分
野
の
他
機
関
協

働
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
町
の
相
談
窓
口
に
お
い
て
は
、
ご
本

人
・
ご
家
族
か
ら
の
相
談
だ
け
で
な
く
、
各
種

事
業
所
・
団
体
、
ま
た
民
生
児
童
委
員
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供

な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
、

課
題
に
対
す
る
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

ケ
ア
会
議
や
ケ
ー
ス
会
議
な
ど
を
実
施
し
、
ま

て
福
祉
に
関
す
る
講
座
や
学
習
会
を
ど
れ
だ

け
実
施
し
た
の
か
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
の

福
祉
に
関
す
る
学
習
機
会
の
拡
充
計
画
は
出

来
て
い
る
の
か
。

答
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
福
祉
に
関
す
る

講
座
や
学
習
会
と
し
て
、
保
健
介
護
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
町
内
小
中
学
校
７
校
で

実
施
す
る
と
と
も
に
、
住
民
講
座
と
し
て
は
、

宇
和
島
地
区
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
「
ピ
ッ
ト
」

の
ご
協
力
に
よ
り
、
愛
治
公
民
館
・
好
藤
公

民
館
に
お
い
て
、「
成
年
後
見
制
度
な
ど
に
関

す
る
学
習
会
」
を
実
施
し
た
。
そ
れ
以
外
に

も
「
認
知
症
の
理
解
を
す
す
め
る
た
め
の
講

演
会
」
を
２
回
開
催
し
、
高
齢
者
福
祉
や
権

利
擁
護
の
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
って
い
る
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
社
会
福
祉
を
学
ぶ
機

会
と
し
て
、
鬼
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、町
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、

「
福
祉
体
験
学
習
」
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
日
吉
小
学
校
・
三

島
小
学
校
・
広
見
中
学
校
で
実
施
し
た
。

　
障
害
福
祉
の
分
野
で
は
、
平
成
25
年
か
ら

毎
年
、
宇
和
島
圏
域
で
実
施
し
て
い
る
「
宇

和
島
圏
域
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
」
の
入
門

課
程
と
基
礎
課
程
を
実
施
し
、
鬼
北
町
か
ら

は
１
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
・
地
域
の
相
談

役
と
し
て
、
日
々
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
民

生
児
童
委
員
の
方
々
に
は
、
児
童
福
祉
か
ら

高
齢
者
福
祉
ま
で
幅
広
い
知
識
の
習
得
の
た

め
に
、
全
国
・
県
等
が
主
催
の
研
修
会
に
積

極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
り
、
鬼
北
町
民
生

児
童
委
員
協
議
会
に
お
い
て
も
、
権
利
擁
護
、

生
活
困
窮
者
支
援
制
度
、
生
活
保
護
等
の
学

習
会
を
開
催
し
、
地
域
福
祉
の
大
切
な
担
い

手
と
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
宇
和
島
地
区
保
護
司
会
鬼
北
分
区

に
お
い
て
は
、
毎
年
７
月
に
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
強
化
月
間
」
の
活
動
の一環
と
し

３
年
が
経
過
し
た
現
在
、
シ
ー
ト
被
覆
し
て
い

な
い
新
た
な
箇
所
か
ら
雨
漏
り
が
発
生
し
て

お
り
、
応
急
対
策
に
つい
て
、
建
築
士
か
ら
意

見
を
伺
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
蔵
・
石
垣
及
び
土
塀
・
南
面
石
垣
な
ど
も

保
存
修
理
を
要
す
る
と
の
診
断
で
あ
る
が
、

建
物
の
基
盤
地
下
の
湧
水
も
確
認
さ
れ
て
お

り
、
建
物
の
保
存
改
修
を
進
め
る
上
で
は
、

外
構
を
含
め
て
全
体
的
な
修
理
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
保
存
改
修
後
の
維
持
管
理
や
利
活

用
に
つい
て
も
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
平
成
30

年
度
、「
井
谷
家
住
宅
保
存
活
用
検
討
委
員

会
」
を
発
足
し
、
井
谷
家
住
宅
の
保
存
・
活

用
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
、

保
存
活
用
計
画
の
認
定
と
合
わ
せ
て
、
文
化

庁
と
も
協
議
を
行
って
い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

　
活
用
法
に
つい
て
は
、
委
員
会
を
主
体
に
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

な
ど
を
行
って
お
り
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
の
利
用
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

所
、
宿
泊
施
設
、
観
光
拠
点
と
し
て
の
利
用

な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
保
存
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
国
の

許
可
が
必
要
と
な
る
が
、
工
事
費
用
が
高
額

と
な
る
見
込
み
で
、
国
庫
補
助
等
の
補
助
事

業
も
な
い
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
含
め
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

　
保
存
改
修
、
改
修
後
の
維
持
管
理
や
活
用

方
法
を
含
め
、
保
存
活
用
検
討
委
員
会
や
建

築
士
、
文
化
庁
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
改
修
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
つ
い
て
】

問
選
手
・
関
係
者
等
の
宿
泊
先
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
宿
泊
先
の
選
定
・
配
宿
及
び
輸
送
に
つ

い
て
は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め

２
０
２
３
実
行
委
員
会
」
の
宿
泊
等
基
本
方

平
成
29
年
度
に
修
繕
不
可
遊
具
２
基
を
撤
去

し
、
４
基
の
遊
具
を
新
設
し
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
に
は
修
繕
不
可
遊
具
２
基
を
撤

去
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
遊
具
２
基
を
今
年
度

設
置
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
育
園
に
つ
い
て
は
、「
き
ほ
く
の

里
保
育
園
」
と
、
今
後
、
遊
具
も
含
め
改
修

等
の
整
備
を
行
う
予
定
の
２
か
所
の
認
定
子

ど
も
園
に
お
い
て
は
、
当
分
の
間
は
問
題
な
く

使
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
が
、
将
来
的
に
使

用
禁
止
と
な
っ
た
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
対
象

遊
具
の
規
模
や
園
児
数
等
を
考
慮
し
た
上
で
、

遊
具
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

◆
末

　廣

　
　
　啓

　議
員

【
有
形
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
】

答
井
谷
家
住
宅
は
、
私
財
を
投
じ
て
、
ま
ち

づ
く
り
や
南
予
交
通
路
開
発
、
教
育
に
尽
力

し
、
日
吉
村
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た

日
吉
村
初
代
村
長
　
井
谷
正ま

さ

命み
ち

氏
が
、
明
治

26
年
に
建
て
た
住
宅
で
、「
明
星
ケ
丘
」
で
四

国
初
の
メ
ー
デ
ー
を
行
い
、
労
働
者
運
動
な
ど

の
社
会
運
動
を
進
め
、
戦
後
に
衆
議
院
議
員

を
務
め
た
子
息
の
井
谷
正
吉
氏
が
余
生
を
過

ご
し
た
住
宅
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
住
宅
は
、
正
命
氏
の
建
築
思
想
を
反

映
し
た
、
農
家
住
宅
で
も
、
庄
屋
住
宅
で
も

な
い
、
近
代
建
築
の
萌ほ

う

芽が

的
建
物
と
し
て
建

築
学
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
24
年
、

国
登
録
有
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
、
平
成
29

年
に
町
の
公
有
財
産
と
し
て
取
得
し
て
い
る
。

　
井
谷
家
住
宅
の
現
状
と
し
て
は
、
主
屋・蔵・

石
垣
及
び
土
塀
・
南
面
石
垣
に
つ
い
て
、
経
年

に
よ
る
劣
化
や
腐
朽
が
目
立
ち
、
早
急
な
保

存
改
修
の
手
立
て
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

の
診
断
が
出
さ
れ
、
主
屋
に
つ
い
て
は
、
屋
根

の
老
朽
化
に
よ
る
雨
漏
り
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
６
月
に
「
屋
根
シ
ー
ト

被
覆
雨
漏
り
応
急
対
策
工
事
」を
実
施
し
た
。

　
小
学
校
に
お
け
る
遊
具
を
含
め
た
施
設
・

設
備
の
設
置
に
つい
て
は
、
小
学
校
設
置
基
準

の
中
で
、「
小
学
校
に
は
、
学
級
数
及
び
児
童

数
に
応
じ
、
指
導
上
、
保
健
衛
生
上
及
び
安

全
上
必
要
な
種
類
及
び
数
の
校
具
及
び
教
具

を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
の
規
定
が

あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
町
内
の
小
学
校
に
も

遊
具
を
設
置
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
育
園
に
つ
い
て
は
、「
保
育
所
保

育
指
針
」
の
「
保
育
所
保
育
に
関
す
る
基
本

原
則
」
の
中
に
、
保
育
の
環
境
の一つ
と
し
て
、

施
設
や
遊
具
な
ど
の
物
的
環
境
を
整
備
し
、

子
ど
も
の
活
動
が
豊
か
に
展
開
さ
れ
る
よ
う

設
備
や
環
境
を
整
え
、
安
全
の
確
保
な
ど
に

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
、

子
ど
も
が
好
き
な
遊
び
を
選
択
す
る
こ
と
が

自
己
表
現
の
第
一歩
と
な
る
こ
と
や
、
保
育
士

が
子
ど
も
の
興
味
や
関
心
と
、
心
身
の
状
態

を
知
り
、
遊
び
を
通
し
て
児
童
の
成
長
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
保
育
園
に

と
って
遊
具
は
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
年
度
４
月
に
開
園
し
た
「
き
ほ
く
の
里

保
育
園
」
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方

に
基
づ
き
、
遊
具
の
整
備
を
行
な
っ
た
が
、
今

後
改
修
を
予
定
し
て
い
る
園
に
お
い
て
も
、
施

設
の
改
修
等
と
あ
わ
せ
て
、
順
次
整
備
し
て

行
く
予
定
と
し
て
い
る
。

問
撤
去
後
新
設
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
小
学
校
の
遊
具
を
撤
去
し
た
場
合
、
学

校
の
要
望
等
に
よ
り
遊
具
の
新
設
を
行
っ
て
い

る
。
最
近
で
は
、
平
成
27
年
度
に
行
っ
た
専

門
技
術
者
に
よ
る
遊
具
の
点
検
結
果
を
踏
ま

え
、
平
成
28
年
度
に
修
繕
不
可
遊
具
を
撤
去

し
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
に
か
け

て
、
学
校
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
新
規
遊
具

の
整
備
を
行
って
い
る
。
今
後
も
、
必
要
に
応

じ
、
遊
具
の
修
繕
や
撤
去
を
行
い
、
撤
去
後

の
新
規
遊
具
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
協
議
し
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
鬼
北
総
合
公
園
の
遊
具
に
つい
て
は
、

公
園
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
鬼
北
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
い
る
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
協
会
職
員
が
毎
月
３
回
程
度
の
日
常

点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
鬼
北
総
合

公
園
は
、
都
市
公
園
法
に
規
定
す
る
公
園
で

あ
り
、
都
市
公
園
施
行
規
則
に
お
い
て
、「
遊

具
の
点
検
は
年
１
回
を
基
本
と
す
る
。」
と
規

定
さ
れ
て
お
り
、
年
に一度
、
専
門
業
者
に
よ

る
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
下
鍵
山
公
園
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
３
月
に
遊
具
を
設
置
し
た
が
、
公
園
利
用

者
の
安
全
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
国
土
交

通
省
の
「
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具
の
安
全

確
保
に
関
す
る
指
針
」
に
準
じ
て
、
令
和
４

年
度
か
ら
年
１
回
、
専
門
業
者
に
よ
る
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
育
園
の
遊
具
点
検
の
頻
度
に
つい

て
は
、
厚
生
労
働
省
通
知
「
児
童
福
祉
施
設

等
に
設
置
し
て
い
る
遊
具
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
」
の
中
で
、
国
土
交
通
省
の
「
都
市
公
園

に
お
け
る
遊
具
の
安
全
確
保
に
関
す
る
指
針
」

を
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
指
針

に
基
づ
き
、
遊
具
の
構
造
や
詳
細
な
点
検
に

関
す
る
専
門
的
な
知
見
、
技
能
を
有
す
る
専

門
技
術
者
に
よ
る
定
期
点
検
を
年
１
回
実
施

し
て
い
る
。
併
せ
て
、
毎
月
１
回
、
各
保
育
所

に
お
い
て
職
員
に
よ
る
点
検
を
行
って
い
る
。

問
行
政
・
教
育
委
員
会
と
し
て
の
遊
具
の
考

え
方
に
つ
い
て
。

答
子
ど
も
は
、
遊
び
を
通
じ
て
自
ら
の
限
界

に
挑
戦
し
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
な

面
な
ど
が
成
長
す
る
も
の
で
あ
り
、
集
団
の

遊
び
の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
確
認
す
る
な
ど

の
ほ
か
、
遊
び
を
通
じ
て
、
自
ら
の
創
造
性
や

主
体
性
を
向
上
さ
せ
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
遊
具
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
遊

び
の
機
会
を
提
供
し
、
子
ど
も
の
遊
び
を
促

進
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て
魅

力
的
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
成
長
に
役
立
つ

も
の
で
あ
る
。
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や
地
域
の
防
災
対
策
を
担
っ
て
い
い
た
だ
く
人

材
の
不
足
な
ど
、
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。

　
災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
は
、
効
果
的
な

防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
住

民
一人
ひ
と
り
の
自
覚
及
び
努
力
を
促
す
こ
と

に
よ
って
、そ
の
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」

の
考
え
方
が
、
防
災
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
た
と
え
被
災
し
た
と
し
て
も
、
人
命

が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
最
重
視
し
、
経
済
的

被
害
が
少
な
く
な
る
よ
う
、
ま
た
、
被
害
の

迅
速
な
回
復
を
図
れ
る
よ
う
様
々
な
対
策
を

組
み
合
わ
せ
て
災
害
に
備
え
、
災
害
時
の
社

会
経
済
への
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
防
災
対
策
は
、
住
民
が
自
ら
の
安

全
は
自
ら
で
守
る「
自
助
」を
実
践
し
た
上
で
、

地
域
に
お
い
て
互
い
に
助
け
合
う
「
共
助
」
に

努
め
る
と
と
も
に
、
町
及
び
県
が
こ
れ
ら
を
補

完
す
る
「
公
助
」
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、

住
民
、
自
主
防
災
組
織
等
連
絡
協
議
会
、
防

災
士
連
絡
協
議
会
、
事
業
者
等
と
相
互
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
鬼
北
町
防
災
訓
練
の
実

施
や
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

域
居
住
支
援
事
業
」
の
創
設
な
ど
、
流
出
人

口
の
抑
制
や
定
住
人
口
の
維
持
・
拡
大
を
図
る

た
め
、更
な
る
移
住
定
住
対
策
に
努
め
て
い
る
。

問
地
域
（
日
吉
・
三
島
・
小
倉
・
愛
治
）
の

医
療
対
策
に
つ
い
て
。

答
令
和
３
年
３
月
末
の
三
島
診
療
所
医
師
の

退
職
に
よ
り
、
現
在
、
常
勤
医
師
１
名
と
へ

き
地
医
療
拠
点
病
院
派
遣
医
師
２
名
体
制
で

３
カ
所
の
診
療
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
間
、
愛
媛
県
ド
ク
タ
ー
バン
ク
セ
ン
タ
ー
等
を

活
用
し
て
、
非
常
勤
医
師
１
名
の
求
人
募
集

を
行
い
、
医
師
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
医
師

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
時
代
で
あ

り
、
な
か
な
か
採
用
に
は
至
って
い
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
小
倉
診
療
所
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
休
診
と

し
て
い
る
が
、
対
応
策
の一
環
と
し
て
、
愛
治

診
療
所
を
受
診
さ
れ
る
方
で
、
来
院
の
交
通

手
段
が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
診
療
所
間
の
送

迎
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
診
療

所
に
お
い
て
は
、
日
吉
診
療
所
週
４
日
、
三
島

診
療
所
週
３
日
、
愛
治
診
療
所
週
２
日
の
診

療
日
を
確
保
し
、
対
応
し
て
い
る
。

　
診
療
所
の
あ
る
日
吉
・
三
島
・
愛
治
地
区
の

人
口
減
少
は
、
町
内
で
も
特
に
著
し
く
、
平

成
17
年
の
合
併
当
時
４
，
７
３
６
人
あ
っ
た
人

口
が
、今
年
の
４
月
に
は
２
，９
１
１
人
と
な
り
、

比
較
す
る
と
１
，
８
２
５
人
減
少
し
、
４
割
近

く
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
も
、
ま

す
ま
す
地
域
の
人
口
減
少
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
診
療
所
は
、
地
域
医
療
機
関

と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

町
立
北
宇
和
病
院
と
の
協
力
支
援
体
制
を
よ

り
強
固
な
も
の
に
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
、

現
在
の
医
療
提
供
体
制
を
維
持
・
存
続
し
て

い
く
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。

問
防
災
対
策
に
つ
い
て
。

答
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
波
は
、
地
域
の
防

災
対
策
の
面
に
お
い
て
も
、
消
防
団
員
の
減
少

へ
の
登
録
件
数
は
延
べ
54
件
と
な
り
、
う
ち
、

売
買
契
約
に
至
っ
た
空
き
家
物
件
は
延
べ
16

件
、
ま
た
、
賃
貸
契
約
と
な
っ
た
空
き
家
物

件
は
延
べ
で
17
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
空

き
家
の
利
用
を
希
望
す
る
相
談
件
数
は
、
令

和
４
年
度
に
お
い
て
、
38
件
に
も
の
ぼ
り
、
今

後
も
引
き
続
き
、
空
き
家
の
解
消
、
有
効
活

用
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の一
方
で
、
老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
の
危
険

性
が
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象

費
用
の
10
分
の
８
以
内
で
、
上
限
80
万
円
を

除
却
費
用
と
し
て
補
助
し
て
お
り
、
平
成
29

年
度
の
事
業
開
始
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の

６
年
間
で
53
件
を
除
却
し
て
い
る
。
今
後
も
、

空
き
家
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
災

害
発
生
時
の
防
災
の
観
点
か
ら
も
、
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
人
口
流
失
に
伴
う
若
者
定
住
対
策
に
つ
い

て
。

答
若
者
の
県
外
流
出
、
流
失
に
伴
う
婚
姻
数

や
出
生
率
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
県
内
の
人

口
減
少
が
深
刻
化
す
る
中
、
令
和
３
年
度
に

お
け
る
愛
媛
県
へ
の
移
住
者
数
は
過
去
最
高

を
記
録
し
た
ほ
か
、
令
和
４
年
度
の
移
住
者

数
に
つ
い
て
は
、
更
に
上
回
る
見
込
み
と
聞
い

て
お
り
、
鬼
北
町
に
お
い
て
も
、
若
者
を
含
め

た
移
住
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す

る
た
め
の
定
住
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
定
住
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
の
定
住
人
口
の
増

加
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
、
子
育
て
世
帯
に

お
け
る
「
空
き
家
改
修
等
補
助
事
業
」
の
補

助
上
限
額
を
拡
充
、
ま
た
、「
特
定
地
域
子

育
て
世
帯
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
」
を

創
設
し
た
ほ
か
、
今
年
度
は
新
た
に
、
賃
貸

共
同
住
宅
の
整
備
に
か
か
る
事
業
費
の一部
を

補
助
す
る
「
民
間
賃
貸
共
同
住
宅
整
備
補
助

事
業
」、
子
育
て
世
帯
が
特
定
地
域
に
居
住

す
る
場
合
に
活
用
で
き
る
「
保
育
所
遠
距
離

通
園
支
援
事
業
」
や
「
子
育
て
世
帯
特
定
地

等
の
協
働
的
な
学
び
の
充
実
を
通
し
て
、
自

己
有
用
感
を
高
め
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心

情
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
少
人
数
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
個
性
を
見
極
め
、
最
適

な
学
び
の
環
境
を
提
供
し
、
心
身
の
健
全
な

成
長
を
保
障
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
学

校
規
模
以
上
の
集
団
活
動
と
し
て
、
学
校
同

士
の
交
流
学
習
を
積
極
的
に
行
い
、
ま
た
、
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動

の
仕
組
み
な
ど
を
活
か
し
て
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。

　
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
人
等
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
学
習
等
を
通
じ
、

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
実
感
で
き
る
教
育
を
推

進
し
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
誇

る
」
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
で
、
将
来
、

鬼
北
町
で
活
躍
す
る
、
鬼
北
町
を
担
う
人
材

に
な
って
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
施
設
の
活
用
対
策
と
し
て
は
、
屋
内
運
動

場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
諸

活
動
に
支
障
が
な
い
場
合
、
生
涯
学
習
を
目

的
と
す
る
活
動
に
対
し
て
、
積
極
的
に
開
放

し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
多
く
の
町

民
を
受
け
入
れ
る
避
難
所
と
な
る
重
要
な
施

設
で
も
あ
る
。

　
今
後
と
も
、
地
区
の
運
動
会
や
納
涼
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
と
し
て
、
積
極
的
に

開
放
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
人
口
減
少
に
伴
う
空
き
家
増
加
対
策
に
つ

い
て
。

答
町
で
は
空
き
家
情
報
を
発
信
す
る
「
空
き

家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
町
内
に
居

住
を
希
望
す
る
方
へ
の
空
き
家
紹
介
や
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
る
な
ど
、
空
き
家
の
解
消
に
努
め
て

い
る
。

　
昨
年
度
末
時
点
に
お
け
る「
空
き
家
バン
ク
」

の
横
断
幕
掲
揚
を
お
願
い
し
て
い
る
ほ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
で
は
、
毎
月
１
回
の
啓
発
活

動
と
し
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
等
の
配
布
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
缶
バッ
ジ
の
制
作
・
配
布
も
実
施
し
て

い
る
。
併
せ
て
、
季
節
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た

歓
迎
装
飾
も
行
っ
て
い
る
。
本
大
会
に
お
い
て

も
、会
場
地
周
辺
に
、季
節
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー

や
歓
迎
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
り
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

円
滑
な
大
会
運
営
が
で
き
る
よ
う
万
全
を
期

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
松

　浦

　
　
　司

　議
員

【
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
】

問
『
鬼
の
ま
ち
』
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
た
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
「
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
全
国
の
自
治
体
の
中
で
、
唯
一
「
鬼
」

の
文
字
が
町
名
に
入
る
こ
と
を
活
か
し
、
い
か

に
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
基
本
と

す
る
中
、
鬼
北
町
の
認
知
度
向
上
を
目
的
に
、

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
鬼
の
造
形
大
賞
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
、
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
事
業
な
ど
、
各
種
コ
ン

テ
ス
ト
企
画
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
は
じ
め
、「
鬼

の
お
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
愛
あ
る
鬼
嫁
コ

ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
県
内

外
の
イ
ベン
ト
で
は
、
鬼
王
丸
ス
ー
ツ
に
よ
る
町

の
Ｐ
Ｒ
や
町
物
産
の
販
売
、
ノ
ベル
テ
ィ
ー
の
配

布
な
ど
、「
愛
媛
県
　
鬼
北
町
」の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
努
め
て
き
た
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
新
聞
、
雑

誌
、
テ
レ
ビ
等
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
、
空
港
サ

イ
ネ
ー
ジ
の
活
用
や
町
営
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
予
土
線

を
Ｐ
Ｒ
媒
体
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
町
内

外
に
幅
広
く
情
報
発
信
を
行
い
、「
鬼
の
ま
ち

　
鬼
北
町
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

問
支
出
予
算
に
対
す
る
費
用
対
効
果
に
つ
い

針
に
基
づ
き
、
愛
媛
県
の
実
行
委
員
会
事
務

局
で
事
業
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
仮
配
宿

計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
鬼
北
町
開
催
種

目
の
ペ
タ
ン
ク
競
技
の
宿
泊
施
設
は
、
町
内
に

あ
る
成
川
渓
谷
休
養
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
大
洲

市
に
あ
る
４
施
設
及
び
高
知
県
四
万
十
市
の

４
施
設
が
候
補
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
交
流
大
会
期
間
中
の
指
定
宿
泊
施

設
に
お
け
る
選
手
・
監
督
の
バ
ス
へ
の
案
内
誘

導
、乗
車
管
理
等
に
つい
て
は
、「
ね
ん
り
ん
ピッ

ク
愛
顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
鬼
北
町
実
行
委
員

会
事
務
局
」
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
って
い
る
。

問
鬼
北
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
手
段
を
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
本
年
４
月
25
日
に
開
催
し
た
、「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
鬼
北
町
実
行

委
員
会
」
第
２
回
総
会
で
、
令
和
５
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
及
び
実
施
計
画
等
が
承

認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
町
の
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
推
進
室
」
に
お
い
て
は
、
今
後
、
運
営

委
員
会
及
び
競
技
委
員
会
を
随
時
開
催
し
、

大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
昨
年
11
月
６
日
に
実
施
し
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
で
は
、
会
場
内
に
特
設
テ
ン
ト
を
配
置
し
、

「
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
、
鬼
北
町

産
の
き
じ
肉
を
使
用
し
た
き
じ
汁
と
、
無
料

ド
リ
ン
ク
と
し
て
鬼
北
町
特
産
の
ゆ
ず
を
使
用

し
た
ジ
ュ
ー
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
町
内

に
あ
る
２
箇
所
の
道
の
駅
に
よ
る
特
産
品
販

売
も
、
併
せ
て
行
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
、
昨

年
以
上
の
鬼
北
町
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
れ
ば
と
、
特

産
品
の
販
売
や
、
観
光
案
内
と
し
て
パン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
を
行
う
ほ
か
、
現
在
、
愛
媛
県
の

実
行
委
員
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
詳
細
に
つ

い
て
検
討
を
行
って
い
る
。

問
道
の
駅
等
、
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
の
環
境
美

化
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
町
内
２
箇
所
の
道
の
駅
と
大
会
会
場
と
な

る
鬼
北
総
合
公
園
に
、
ね
ん
り
ん
ピッ
ク
開
催

て
。

答
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つい
て
は
、「
た
く
さ
ん

の
方
に
鬼
北
町
を
知
って
も
ら
う
。」、
そ
の
こ

と
を
ま
ず
は一
番
の
目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
、「
各
Ｐ
Ｒ
事
業
に
よ
っ
て
ど
れ
ぐ
ら

い
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
人
当
た
り
に
対

す
る
経
費
は
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
か
。」、
い

わ
ゆ
る
各
Ｐ
Ｒ
事
業
に
お
い
て
、
ど
れ
だ
け
の

方
が
鬼
北
町
を
認
知
い
た
だ
い
た
か
を
数
値
で

把
握
し
、
検
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
し
か
し
、
例
え
ば
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
見

た
場
合
、
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
取
り

組
み
前
は
、
納
税
件
数
が
約
１
０
０
件
、
寄

付
額
が
約
３
９
０
万
円
で
あ
っ
た
が
、
２
体

の
モ
ニュメ
ン
ト
設
置
後
は
、
納
税
件
数
が
約

１
，
２
０
０
件
で
寄
付
額
が
約
２
，
４
０
０
万

円
、
令
和
４
年
度
に
は
、
納
税
件
数
が
約
３
，

０
０
０
件
、
７
，
３
０
０
万
円
に
ま
で
大
幅
に

ア
ッ
プ
し
た
ほ
か
、
町
を
訪
れ
る
年
間
入
込
客

数
に
つい
て
も
、
取
り
組
み
前
に
比
べ
、
１
．５

倍
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
増
加
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
に
お
け
る
町
産
品
の
魅
力
、

ま
た
、
町
内
誘
客
施
設
自
体
の
魅
力
に
よ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
に
は
、

鬼
北
町
に
多
く
の
方
が
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
道
の
駅
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
が
、
鬼
関
連
商
品
の
開
発
や
販
売
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
提
供
い
た

だ
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
な
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
活

動
に
よ
り
「
鬼
の
ま
ち
・
鬼
北
町
」
を
知
って

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、「
行
って
み
よ
う
。」「
買
っ

て
み
よ
う
。」「
食
べ
て
み
よ
う
。」
な
ど
の
行

動
に
繋
が
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
Ｐ
Ｒ
活
動
が
町
産
品
や
交
流
人
口
の
拡

大
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
実
感
を
し
て
い
る
。

問
『
鬼
の
造
形
大
賞
』
の
募
集
に
よ
り
、
全

国
か
ら
多
く
の
造
形
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
活
用
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
「
鬼
の
造
形
大
賞
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
計
８
回
、
５
０
０
を
超
え
る
作
品
を
出
品

い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
作
品
に
つい
て
は
、
作

品
名
や
作
者
、
作
者
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
、「
鬼

の
造
形
大
賞
」
公
式Instagram

で
紹
介
し
、

鬼
の
造
形
大
賞
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
出
品
の
際
に
は
、
日
吉
歴
史
民
俗
資
料
館

に
お
い
て
、約
８
ケ
月
間
ほ
ど
作
品
を
展
示
し
、

展
示
終
了
後
は
、
痛
み
や
色
落
ち
等
の
無
い

よ
う
保
管
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
作

品
の一部
に
つい
て
は
、役
場
庁
舎
内
や
道
の
駅
、

南
予
森
林
組
合
の
ほ
か
、
フ
ジ
広
見
店
や
東

温
市
の
フ
ジ
グ
ラ
ン
重
信
に
お
い
て
も
、
展
示

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
全
国
に
広
く
発
信
す

る
こ
と
で
、
鬼
の
造
形
大
賞
の
ほ
か
、
鬼
北
町

の
認
知
度
も
向
上
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
今

後
、
観
光
町
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、

保
管
作
品
の
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
】

問
小
学
校
の
維
持
存
続
・
施
設
の
活
用
対
策

に
つ
い
て
。

答
今
後
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
人
口

減
少
に
よ
り
、
小
学
校
の
児
童
数
の
減
少
も

避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
って
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
町
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
「
鬼
北
の
里
」
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

誇
り
と
自
信
を
深
め
な
が
ら
伸
び
伸
び
と
育

つ
、
豊
か
な
自
然
と
人
と
が
響
き
あ
う
町
づ

く
り
を
「
教
育
の
基
本
理
念
」
と
し
て
い
る
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
・
協
働
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
充
実
し
た
教
育
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
全
て
の
学
校
に
設
置
し
た
学

校
運
営
協
議
会
の
充
実
を
図
り
、「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
学

校
規
模
や
地
域
の
よ
さ
を
活
か
し
た
望
ま
し
い

集
団
活
動
や
様
々
な
交
流
活
動
、
体
験
活
動
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や
地
域
の
防
災
対
策
を
担
っ
て
い
い
た
だ
く
人

材
の
不
足
な
ど
、
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。

　
災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
は
、
効
果
的
な

防
災
・
減
災
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
住

民
一人
ひ
と
り
の
自
覚
及
び
努
力
を
促
す
こ
と

に
よ
って
、そ
の
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」

の
考
え
方
が
、
防
災
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
た
と
え
被
災
し
た
と
し
て
も
、
人
命

が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
最
重
視
し
、
経
済
的

被
害
が
少
な
く
な
る
よ
う
、
ま
た
、
被
害
の

迅
速
な
回
復
を
図
れ
る
よ
う
様
々
な
対
策
を

組
み
合
わ
せ
て
災
害
に
備
え
、
災
害
時
の
社

会
経
済
への
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
防
災
対
策
は
、
住
民
が
自
ら
の
安

全
は
自
ら
で
守
る「
自
助
」を
実
践
し
た
上
で
、

地
域
に
お
い
て
互
い
に
助
け
合
う
「
共
助
」
に

努
め
る
と
と
も
に
、
町
及
び
県
が
こ
れ
ら
を
補

完
す
る
「
公
助
」
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
、

住
民
、
自
主
防
災
組
織
等
連
絡
協
議
会
、
防

災
士
連
絡
協
議
会
、
事
業
者
等
と
相
互
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
鬼
北
町
防
災
訓
練
の
実

施
や
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

域
居
住
支
援
事
業
」
の
創
設
な
ど
、
流
出
人

口
の
抑
制
や
定
住
人
口
の
維
持
・
拡
大
を
図
る

た
め
、更
な
る
移
住
定
住
対
策
に
努
め
て
い
る
。

問
地
域
（
日
吉
・
三
島
・
小
倉
・
愛
治
）
の

医
療
対
策
に
つ
い
て
。

答
令
和
３
年
３
月
末
の
三
島
診
療
所
医
師
の

退
職
に
よ
り
、
現
在
、
常
勤
医
師
１
名
と
へ

き
地
医
療
拠
点
病
院
派
遣
医
師
２
名
体
制
で

３
カ
所
の
診
療
所
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
間
、
愛
媛
県
ド
ク
タ
ー
バン
ク
セ
ン
タ
ー
等
を

活
用
し
て
、
非
常
勤
医
師
１
名
の
求
人
募
集

を
行
い
、
医
師
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
医
師

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
時
代
で
あ

り
、
な
か
な
か
採
用
に
は
至
って
い
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
小
倉
診
療
所
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
休
診
と

し
て
い
る
が
、
対
応
策
の一
環
と
し
て
、
愛
治

診
療
所
を
受
診
さ
れ
る
方
で
、
来
院
の
交
通

手
段
が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
診
療
所
間
の
送

迎
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
診
療

所
に
お
い
て
は
、
日
吉
診
療
所
週
４
日
、
三
島

診
療
所
週
３
日
、
愛
治
診
療
所
週
２
日
の
診

療
日
を
確
保
し
、
対
応
し
て
い
る
。

　
診
療
所
の
あ
る
日
吉
・
三
島
・
愛
治
地
区
の

人
口
減
少
は
、
町
内
で
も
特
に
著
し
く
、
平

成
17
年
の
合
併
当
時
４
，
７
３
６
人
あ
っ
た
人

口
が
、今
年
の
４
月
に
は
２
，９
１
１
人
と
な
り
、

比
較
す
る
と
１
，
８
２
５
人
減
少
し
、
４
割
近

く
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
も
、
ま

す
ま
す
地
域
の
人
口
減
少
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
診
療
所
は
、
地
域
医
療
機
関

と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

町
立
北
宇
和
病
院
と
の
協
力
支
援
体
制
を
よ

り
強
固
な
も
の
に
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
、

現
在
の
医
療
提
供
体
制
を
維
持
・
存
続
し
て

い
く
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。

問
防
災
対
策
に
つ
い
て
。

答
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
波
は
、
地
域
の
防

災
対
策
の
面
に
お
い
て
も
、
消
防
団
員
の
減
少

へ
の
登
録
件
数
は
延
べ
54
件
と
な
り
、
う
ち
、

売
買
契
約
に
至
っ
た
空
き
家
物
件
は
延
べ
16

件
、
ま
た
、
賃
貸
契
約
と
な
っ
た
空
き
家
物

件
は
延
べ
で
17
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
空

き
家
の
利
用
を
希
望
す
る
相
談
件
数
は
、
令

和
４
年
度
に
お
い
て
、
38
件
に
も
の
ぼ
り
、
今

後
も
引
き
続
き
、
空
き
家
の
解
消
、
有
効
活

用
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の一
方
で
、
老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
の
危
険

性
が
あ
る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象

費
用
の
10
分
の
８
以
内
で
、
上
限
80
万
円
を

除
却
費
用
と
し
て
補
助
し
て
お
り
、
平
成
29

年
度
の
事
業
開
始
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の

６
年
間
で
53
件
を
除
却
し
て
い
る
。
今
後
も
、

空
き
家
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
災

害
発
生
時
の
防
災
の
観
点
か
ら
も
、
事
業
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
人
口
流
失
に
伴
う
若
者
定
住
対
策
に
つ
い

て
。

答
若
者
の
県
外
流
出
、
流
失
に
伴
う
婚
姻
数

や
出
生
率
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
県
内
の
人

口
減
少
が
深
刻
化
す
る
中
、
令
和
３
年
度
に

お
け
る
愛
媛
県
へ
の
移
住
者
数
は
過
去
最
高

を
記
録
し
た
ほ
か
、
令
和
４
年
度
の
移
住
者

数
に
つ
い
て
は
、
更
に
上
回
る
見
込
み
と
聞
い

て
お
り
、
鬼
北
町
に
お
い
て
も
、
若
者
を
含
め

た
移
住
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す

る
た
め
の
定
住
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
定
住
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
の
定
住
人
口
の
増

加
を
図
る
た
め
、
昨
年
度
、
子
育
て
世
帯
に

お
け
る
「
空
き
家
改
修
等
補
助
事
業
」
の
補

助
上
限
額
を
拡
充
、
ま
た
、「
特
定
地
域
子

育
て
世
帯
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
」
を

創
設
し
た
ほ
か
、
今
年
度
は
新
た
に
、
賃
貸

共
同
住
宅
の
整
備
に
か
か
る
事
業
費
の一部
を

補
助
す
る
「
民
間
賃
貸
共
同
住
宅
整
備
補
助

事
業
」、
子
育
て
世
帯
が
特
定
地
域
に
居
住

す
る
場
合
に
活
用
で
き
る
「
保
育
所
遠
距
離

通
園
支
援
事
業
」
や
「
子
育
て
世
帯
特
定
地

等
の
協
働
的
な
学
び
の
充
実
を
通
し
て
、
自

己
有
用
感
を
高
め
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心

情
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
少
人
数
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
個
性
を
見
極
め
、
最
適

な
学
び
の
環
境
を
提
供
し
、
心
身
の
健
全
な

成
長
を
保
障
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
学

校
規
模
以
上
の
集
団
活
動
と
し
て
、
学
校
同

士
の
交
流
学
習
を
積
極
的
に
行
い
、
ま
た
、
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動

の
仕
組
み
な
ど
を
活
か
し
て
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。

　
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
人
等
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
体
験
学
習
等
を
通
じ
、

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
実
感
で
き
る
教
育
を
推

進
し
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
誇

る
」
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
で
、
将
来
、

鬼
北
町
で
活
躍
す
る
、
鬼
北
町
を
担
う
人
材

に
な
って
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
施
設
の
活
用
対
策
と
し
て
は
、
屋
内
運
動

場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
諸

活
動
に
支
障
が
な
い
場
合
、
生
涯
学
習
を
目

的
と
す
る
活
動
に
対
し
て
、
積
極
的
に
開
放

し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
多
く
の
町

民
を
受
け
入
れ
る
避
難
所
と
な
る
重
要
な
施

設
で
も
あ
る
。

　
今
後
と
も
、
地
区
の
運
動
会
や
納
涼
大
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
と
し
て
、
積
極
的
に

開
放
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
人
口
減
少
に
伴
う
空
き
家
増
加
対
策
に
つ

い
て
。

答
町
で
は
空
き
家
情
報
を
発
信
す
る
「
空
き

家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
、
町
内
に
居

住
を
希
望
す
る
方
へ
の
空
き
家
紹
介
や
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
る
な
ど
、
空
き
家
の
解
消
に
努
め
て

い
る
。

　
昨
年
度
末
時
点
に
お
け
る「
空
き
家
バン
ク
」

の
横
断
幕
掲
揚
を
お
願
い
し
て
い
る
ほ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
で
は
、
毎
月
１
回
の
啓
発
活

動
と
し
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
等
の
配
布
や
オ

リ
ジ
ナ
ル
缶
バッ
ジ
の
制
作
・
配
布
も
実
施
し
て

い
る
。
併
せ
て
、
季
節
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た

歓
迎
装
飾
も
行
っ
て
い
る
。
本
大
会
に
お
い
て

も
、会
場
地
周
辺
に
、季
節
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー

や
歓
迎
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す
る
計
画
で
あ
り
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

円
滑
な
大
会
運
営
が
で
き
る
よ
う
万
全
を
期

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
松

　浦

　
　
　司

　議
員

【
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
】

問
『
鬼
の
ま
ち
』
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
た
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
「
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
全
国
の
自
治
体
の
中
で
、
唯
一
「
鬼
」

の
文
字
が
町
名
に
入
る
こ
と
を
活
か
し
、
い
か

に
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
か
を
基
本
と

す
る
中
、
鬼
北
町
の
認
知
度
向
上
を
目
的
に
、

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
鬼
の
造
形
大
賞
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
、
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
事
業
な
ど
、
各
種
コ
ン

テ
ス
ト
企
画
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
は
じ
め
、「
鬼

の
お
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
愛
あ
る
鬼
嫁
コ

ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
県
内

外
の
イ
ベン
ト
で
は
、
鬼
王
丸
ス
ー
ツ
に
よ
る
町

の
Ｐ
Ｒ
や
町
物
産
の
販
売
、
ノ
ベル
テ
ィ
ー
の
配

布
な
ど
、「
愛
媛
県
　
鬼
北
町
」の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
努
め
て
き
た
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
新
聞
、
雑

誌
、
テ
レ
ビ
等
の
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
、
空
港
サ

イ
ネ
ー
ジ
の
活
用
や
町
営
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
予
土
線

を
Ｐ
Ｒ
媒
体
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
町
内

外
に
幅
広
く
情
報
発
信
を
行
い
、「
鬼
の
ま
ち

　
鬼
北
町
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

問
支
出
予
算
に
対
す
る
費
用
対
効
果
に
つ
い

針
に
基
づ
き
、
愛
媛
県
の
実
行
委
員
会
事
務

局
で
事
業
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
仮
配
宿

計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
鬼
北
町
開
催
種

目
の
ペ
タ
ン
ク
競
技
の
宿
泊
施
設
は
、
町
内
に

あ
る
成
川
渓
谷
休
養
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
大
洲

市
に
あ
る
４
施
設
及
び
高
知
県
四
万
十
市
の

４
施
設
が
候
補
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
交
流
大
会
期
間
中
の
指
定
宿
泊
施

設
に
お
け
る
選
手
・
監
督
の
バ
ス
へ
の
案
内
誘

導
、乗
車
管
理
等
に
つい
て
は
、「
ね
ん
り
ん
ピッ

ク
愛
顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
鬼
北
町
実
行
委
員

会
事
務
局
」
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
って
い
る
。

問
鬼
北
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
手
段
を
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
本
年
４
月
25
日
に
開
催
し
た
、「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め
２
０
２
３
鬼
北
町
実
行

委
員
会
」
第
２
回
総
会
で
、
令
和
５
年
度
事

業
計
画
、
収
支
予
算
及
び
実
施
計
画
等
が
承

認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
町
の
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
推
進
室
」
に
お
い
て
は
、
今
後
、
運
営

委
員
会
及
び
競
技
委
員
会
を
随
時
開
催
し
、

大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
昨
年
11
月
６
日
に
実
施
し
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
で
は
、
会
場
内
に
特
設
テ
ン
ト
を
配
置
し
、

「
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
、
鬼
北
町

産
の
き
じ
肉
を
使
用
し
た
き
じ
汁
と
、
無
料

ド
リ
ン
ク
と
し
て
鬼
北
町
特
産
の
ゆ
ず
を
使
用

し
た
ジ
ュ
ー
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
町
内

に
あ
る
２
箇
所
の
道
の
駅
に
よ
る
特
産
品
販

売
も
、
併
せ
て
行
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
、
昨

年
以
上
の
鬼
北
町
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
れ
ば
と
、
特

産
品
の
販
売
や
、
観
光
案
内
と
し
て
パン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
を
行
う
ほ
か
、
現
在
、
愛
媛
県
の

実
行
委
員
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
詳
細
に
つ

い
て
検
討
を
行
って
い
る
。

問
道
の
駅
等
、
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
の
環
境
美

化
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
町
内
２
箇
所
の
道
の
駅
と
大
会
会
場
と
な

る
鬼
北
総
合
公
園
に
、
ね
ん
り
ん
ピッ
ク
開
催

て
。

答
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つい
て
は
、「
た
く
さ
ん

の
方
に
鬼
北
町
を
知
って
も
ら
う
。」、
そ
の
こ

と
を
ま
ず
は一
番
の
目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
の
で
、「
各
Ｐ
Ｒ
事
業
に
よ
っ
て
ど
れ
ぐ
ら

い
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一
人
当
た
り
に
対

す
る
経
費
は
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
か
。」、
い

わ
ゆ
る
各
Ｐ
Ｒ
事
業
に
お
い
て
、
ど
れ
だ
け
の

方
が
鬼
北
町
を
認
知
い
た
だ
い
た
か
を
数
値
で

把
握
し
、
検
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
し
か
し
、
例
え
ば
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
見

た
場
合
、
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
取
り

組
み
前
は
、
納
税
件
数
が
約
１
０
０
件
、
寄

付
額
が
約
３
９
０
万
円
で
あ
っ
た
が
、
２
体

の
モ
ニュメ
ン
ト
設
置
後
は
、
納
税
件
数
が
約

１
，
２
０
０
件
で
寄
付
額
が
約
２
，
４
０
０
万

円
、
令
和
４
年
度
に
は
、
納
税
件
数
が
約
３
，

０
０
０
件
、
７
，
３
０
０
万
円
に
ま
で
大
幅
に

ア
ッ
プ
し
た
ほ
か
、
町
を
訪
れ
る
年
間
入
込
客

数
に
つい
て
も
、
取
り
組
み
前
に
比
べ
、
１
．５

倍
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
増
加
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
に
お
け
る
町
産
品
の
魅
力
、

ま
た
、
町
内
誘
客
施
設
自
体
の
魅
力
に
よ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
に
は
、

鬼
北
町
に
多
く
の
方
が
足
を
運
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
道
の
駅
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
が
、
鬼
関
連
商
品
の
開
発
や
販
売
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
提
供
い
た

だ
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
な
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
活

動
に
よ
り
「
鬼
の
ま
ち
・
鬼
北
町
」
を
知
って

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、「
行
って
み
よ
う
。」「
買
っ

て
み
よ
う
。」「
食
べ
て
み
よ
う
。」
な
ど
の
行

動
に
繋
が
っ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
Ｐ
Ｒ
活
動
が
町
産
品
や
交
流
人
口
の
拡

大
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
実
感
を
し
て
い
る
。

問
『
鬼
の
造
形
大
賞
』
の
募
集
に
よ
り
、
全

国
か
ら
多
く
の
造
形
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
活
用
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
「
鬼
の
造
形
大
賞
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
計
８
回
、
５
０
０
を
超
え
る
作
品
を
出
品

い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
作
品
に
つい
て
は
、
作

品
名
や
作
者
、
作
者
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
、「
鬼

の
造
形
大
賞
」
公
式Instagram

で
紹
介
し
、

鬼
の
造
形
大
賞
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
出
品
の
際
に
は
、
日
吉
歴
史
民
俗
資
料
館

に
お
い
て
、約
８
ケ
月
間
ほ
ど
作
品
を
展
示
し
、

展
示
終
了
後
は
、
痛
み
や
色
落
ち
等
の
無
い

よ
う
保
管
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
作

品
の一部
に
つい
て
は
、役
場
庁
舎
内
や
道
の
駅
、

南
予
森
林
組
合
の
ほ
か
、
フ
ジ
広
見
店
や
東

温
市
の
フ
ジ
グ
ラ
ン
重
信
に
お
い
て
も
、
展
示

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
全
国
に
広
く
発
信
す

る
こ
と
で
、
鬼
の
造
形
大
賞
の
ほ
か
、
鬼
北
町

の
認
知
度
も
向
上
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
今

後
、
観
光
町
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、

保
管
作
品
の
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
】

問
小
学
校
の
維
持
存
続
・
施
設
の
活
用
対
策

に
つ
い
て
。

答
今
後
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
人
口

減
少
に
よ
り
、
小
学
校
の
児
童
数
の
減
少
も

避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
って
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
町
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の
生
ま

れ
育
っ
た
「
鬼
北
の
里
」
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

誇
り
と
自
信
を
深
め
な
が
ら
伸
び
伸
び
と
育

つ
、
豊
か
な
自
然
と
人
と
が
響
き
あ
う
町
づ

く
り
を
「
教
育
の
基
本
理
念
」
と
し
て
い
る
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
・
協
働
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
充
実
し
た
教
育
環
境

づ
く
り
の
た
め
、
全
て
の
学
校
に
設
置
し
た
学

校
運
営
協
議
会
の
充
実
を
図
り
、「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
学

校
規
模
や
地
域
の
よ
さ
を
活
か
し
た
望
ま
し
い

集
団
活
動
や
様
々
な
交
流
活
動
、
体
験
活
動
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Sports Topics

県大会出場者は次のとおりです。

広見中学校、日吉中学校の生徒が大奮闘！
　第18回宇和島市・北宇和郡中学校総合体育大会は、５月30、31日、６月１、５日に開催され、宇和島市、
鬼北町内の各会場で熱戦が繰り広げられました。（陸上競技の部、水泳の部は６月14日開催）
　選手たちは、それぞれの競技で日々の練習の成果を発揮しようと奮闘しました。大会当日はあいにくの雨
で屋外競技は中断を余儀なくされましたが、体を動かしたり仲間と声を掛け合ったりするなど、集中力を切
らさないよう、チーム一丸となって試合に臨みました。
　また、３年生にとっては最後の試合だったため、勝利の喜びや敗北の涙など、たくさんの感動場面があり
ましたが、最後まであきらめず戦い抜いた今大会は思い出に残る大会になったのではないでしょうか。

【団体】
▶女子バレーボール（広見）▶サッカー（広見：合同チーム）▶女子卓球（広見）▶男子ソフトテニス（広見）

【個人】
▶卓球男子ダブルス　井上岳哉・新野翔太（広見）▶卓球女子ダブルス　田中那奈・山下結衣（広見）

▶卓球女子シングルス　小川心音（広見）／鷹見明日香（広見）▶女子バトミントン　芝結衣（広見）

▶男子ソフトテニス　上山幹雄・伊勢本蓮（日吉）／川平悠季・山久保琉生（広見）

　　　　　　　　　　武田晴志郎・矢口元史（広見）／山下旺亮・伊勢本煌（日吉）

▶女子ソフトテニス　岡崎美都姫・宇都宮女依（広見）／宮本蒼空・大田黒あいら（日吉）

▶陸上男子３年100ｍ　高田大生（広見）／稲垣海太（広見）▶陸上男子共通200ｍ　高田大生（広見）

▶陸上男子共通走幅跳　大瀧怜（広見）

▶陸上男子共通４×100ｍ　稲垣海太・高田大生・谷口郁真・大瀧怜・田口海璃・西村知城・京屋文太（広見）
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お知らせ

お知らせ

問町民生活課　課税管理係　内線2123

　令和５年７月１日から軽自動車税（種別割）に新しく特定小型原動機付自転車が追加されました。
特定小型原動機付自転車には『電動キックボード等』が該当します。道路交通法施行規則で定める
車体の基準は次のとおりです。

【車体の大きさ】
　長さ：190cm 以下　　幅：60cm 以下

【車体の構造】
・原動機として、定格出力が 0.60kw 以下の電動機を用いること
・20km/ ｈを超える速度を出すことができないこと
・走行中に最高速度の設定を変更することができないこと
・ＡＴ機構がとられていること
・道路運送車両の保安基準第 66 条の 17 に規定する最高速度表示灯が備えられていること

上記の要件を全て満たしていないと、見た目がキックボードでも、特定小型原動機付自転車に該
当しません。

【運転要件】
・16 歳未満は運転禁止 ・16 歳以上であれば免許不要で運転可能
・自賠責保険への加入義務　　　・ヘルメット着用の努力義務

特定小型原動機付自転車の所有者は、市町村の条例等の定めるところにより、標識（ナンバープ
レート）を取得し、車体の見やすいところに取り付けなければなりません。車両の所有者で、まだ
標識を取り付けていない方は、交付申請のために車両の情報がわかるものを持参の上、町民生活課
窓口へお越しください。

問総務財政課　管財係　内線2209

令和５年度５月・６月の鬼北町工事入札結果

入札日 工事名 場所 工事概要
落札業者

主管課
落札額 ( 税抜 )

5/25 映像系光送出設備更新工事 近永他 機器設備更新工事　一式

四国通建・兵頭電
気特定建設工事

共同企業体 危機管理課

145,000,000 円

5/25 (5) 防安金　町道弓滝線弓滝
橋歩道橋上部工工事 ( その１) 近永 角形鋼管床版桁製作工　一式

輸送工　一式
愛媛建設株式会社

建設課
49,000,000 円

6/1 鬼北町書庫整備工事 近永 鉄骨造平屋建て　
延床面積　A=429.0㎡

愛媛・スギモト
特定建設工事
共同企業体 総務財政課

59,650,000 円

6/19 広見保健センター第２キュ
ービクル高圧機器改修工事 近永 既存高圧機器改修　一式

有限会社尾上電工
保健介護課

2,600,000 円

6/19 伝送路修繕工事（出目新田） 出目 鳥獣害対策用光ケーブルへの
張替修繕工事

有限会社
セイケ電設 危機管理課
1,980,000 円

ナンバープレート付いていますか？

特定小型原動機付自転車の登録をお願いします
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お知らせ

お知らせ

お知らせ

問企画振興課　地域活力創出係　内線2212

問総務財政課　庶務係　内線 2201、2203、2204

　愛媛県では、地域活動の担い手不足に困っている地域と、ボランティアで地域を応援したい企業
や団体とのマッチングを行っています。皆様の地域活動にお役立てください。
〇対象
　65 歳以上が概ね半数以上、または人口が概ね 50 人未満の地区や組
　※応援内容にもよりますので、まずはご相談ください。
〇活動事例
　お祭りやイベントの準備、地区運動会の参加・運営補助、清掃、草刈り等
〇募集期間
　随時受付
　※活

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
動日の60日前までに派遣申請書を企画振興課までご提出ください。派遣申請書は、企画振興

課窓口にお越しいただくか、もしくは（公財）えひめ地域活力創造センター HP をご覧ください。 
http://www.ecpr.or.jp/actions/#cheerful-village-cheering-party

学校・職場・家庭や人間関係など、一人で悩んでいませんか？
臨床心理士による相談を無料で行っています。まずはご相談ください。

【日時】令和５年８月 28 日（月）　【対象者】鬼北町在住の方　【場所】広見保健センター
※秘密はお守りします。安心してご利用ください。
予約制のため、希望される方は８月 21 日（月）までにお問い合わせください。

◆受付期間
　８月 14 日 ( 月 ) までの土・日・祝日以外の
８時 30 分から 17 時 15 分まで。
※郵送の場合も８月 14 日 ( 月 ) 必着

◆募集職種および人員
試験区分 採用予定人員

上級 学芸員
（埋蔵文化財） １名

初級

一般事務 若干名
保育士 若干名
保健師 若干名
薬剤師 １名

※採用予定人員は見込数であり、多少増減する
場合があります。

◆試験
【第１次試験】
期日		９月 17 日 ( 日 )
場所		鬼北町中央公民館、近永公民館

【第２次試験】
期日  10 月 21 日 ( 土 )　場所  鬼北町近永公民館

◆提出書類
①受験願書　②受験票
③学芸員受験者は、発掘調査歴及び業績目録
※願書等は、総務財政課、役場日吉支所、各公民館に

備え付けており、郵便でも請求できます。また、町
ＨＰからもダウンロードできますが、受験願書は両
面印刷とし、受験票はＡ５サイズとしてください。
詳しくは鬼北町ホームページをご覧ください。

　鬼北町では、令和６年度採用にかかる職員を募集します。

鬼北町職員を募集します

問保健介護課　保健係　内線 3112 ～ 3116

一人で悩んでいませんか？ ～秘密はお守りします！～

人手が必要な地域に

元気な集落づくり応援団の派遣を行っています！
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どうにかできるはずやけん！　みんなで血圧　下げようや！

　ねんりんピック愛顔のえひめ 2023 ペタンク交流大会の大会日程が決まりました。

（１）監督会議　 10 月 28 日（土）15：30 ～ 16：15　〔鬼北総合公園多目的室〕
（２）開 始 式　 10 月 28 日（土）16：30 ～ 17：30　〔鬼北総合公園アリーナ〕
（３）交流試合
　　　（第１日）　10 月 29 日（日）９：30 ～ 16：00　予選リーグ戦、決勝トーナメント１回戦
　　　（第２日）　10 月 30 日（月）９：30 ～ 16：00　決勝トーナメント２回戦～決勝戦

（４）表 彰 式　 10 月 30 日（月）16：00 ～ 16：30
（５）交歓試合　 10 月 29 日（日）予選リーグ戦の第２試合終了後に行う。
  ※  健康づくり教室 ･･･ 健康づくりの指導、健康チェック、健康相談などを行う。
　　　　　　　   10 月 29 日（日）９：30 ～ 16：00
　　　　　　　   10 月 30 日（月）９：30 ～ 16：00

　６月末まで県実行委員会で参加申込みの受付を行い、参加 64 チームが決まりました。
　来月からも関連する情報を発信していきますので、是非ご覧ください。

　高血圧の死亡リスクは喫煙の次に高く、高
血圧は循環器疾患（心血管疾患、脳卒中）だ
けで命を落とすことがあります。
　鬼北町国民健康保険被保険者の中で約半
数が「心臓病」で命を落とし、また「脳卒中」
で介護保険を利用している状況です。
　皆さん、高血圧を他人事と思わず、まずは
ご家庭で血圧を測定し、血圧記録手帳を活用
しましょう。
さまざまな疾患リスク別の死亡者数
喫煙 128,900 人
高血圧 103,900 人
運動不足 52,200 人
高血糖 34,100 人
塩分の高摂取 34,000 人
アルコール摂取 32,700 人
ヘリコバクター・ピロリ菌感染 30,600 人
高 LDL コレステロール 23,900 人
C 型肝炎ウイルス感染 23,000 人
多価不飽和脂肪酸の低摂取 21,200 人
過体重・肥満 19,000 人

問ねんりんピック推進室　ねんりんピック推進係　内線3600

鬼北町実行委員会より

昨年の
神奈川大会の
様子です。

▼開始式（歓迎アトラクション） ▼ペタンク交流大会

＠合同会社ニワトコ

鬼北町国民健康保険
被保険者の死亡状況

死　

因

心臓病 44.6%
がん 25.9%

脳疾患 20.5%
腎不全 5.4%
糖尿病 1.8%
その他 1.8%

　　 ※国保連合会ＫＤＢシステムから
 　　　抽出した令和３年度データです。

何の疾患で介護保険を受けているのか
受給者区分 ２号 １号

【合計】
年齢 40～60歳 65～74歳 75歳以上 計

循
環
器
疾
患

脳卒中 72.7% 45.0% 49.0% 48.7% 49.0%
虚血性心疾患 18.2% 21.7% 35.3% 34.3% 34.1%

腎不全 18.2% 10.0% 17.4% 16.9% 16.9%
※国保連合会ＫＤＢシステム（令和３年度データから）
※有病状況（病院での診断名から重複して計上しています。）
※基礎疾患は、高血圧・糖尿病、脂質異常症
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みんな仲間！
◎若年性認知症支援コーディネーターセミナー

近永のまちを盛り上げたい
◎チカナガ夢シンポ

“もしも”に備えて
◎防災・防火訓練

難しいから楽しい！
◎鬼北スポーツダンスサークル ダンス発表会

　６月 10 日に広見体育センターで「若年性認知症
支援コーディネーターセミナー」が開催されました。
　セミナーでは、関係機関 3 名による報告が行わ
れた後、旭川荘南愛媛病院岡部院長から「地域包
括ケアと知らないと損する技術」について講演い
ただきました。また、パネルディスカッションで
は家族が認知症になった方をお招きしました。
　認知症を周囲に告白することで、生活がしやす
く、生きやすい。といったリアルな話を聞くこと
ができ、参加者は自分事として話を聞くことがで
きたのではないでしょうか。

　６月８日に近永公民館で「チカナガ夢シンポ」
が開催されました。
　４年前から進めている「近永賑わい創出プロ
ジェクト」の進捗報告や、予土線の歴史につい
て話を聞いた後、近永地区で事業をしている 4
名をお招きし、近永に対する思いや今後につい
て発表をしていただきました。
　「気軽に立ち寄れる、気軽に入れる場所を提
供したい」など、鬼北町内にとどまらず、鬼北
町の良さを世界にまで届けたいと話していまし
た。

①６月 16 日にケアプラザあおぞら、社会福祉協
議会（ひまわり）、北宇和病院、鬼北町合同で土
砂災害防災訓練が行われ、防災意識の向上と、土
砂災害に対する避難体制の連携確認を行いまし
た。
②６月 23 日に鬼北消防署指導の下、特別養護老
人ホームひろみ奈良の里で防火訓練が行われ、当
日の利用者 72 名の安全を確保し、適切に対応す
べき防火管理体制を確認しました。デイサービス
利用者は職員が作製した防災頭巾を被り、職員の
誘導で安全に屋外へ避難していました。

　６月 25 日に鬼北総合公園多目的室で４年ぶり
に「鬼北スポーツダンスサークル ダンス発表会」
が行われました。
　鬼北スポーツダンスサークルが主催して行われ
た発表会には町外チーム 2 チームが参加し、ワル
ツやタンゴなどの曲に合わせ華麗なダンスを披露
しました。
　「難しいから楽しいのよ」と話す参加者は、ミキ
シングタイム（他のサークルメンバーと踊ること）
で、男性のリードに呼吸を合わせ、初めてとは思え
ないほど美しく、社交ダンスを楽しんでいました。

②② ①①
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くるまざ♡ミーティング
◎地域の青年と中学生の交流

「ふるさと再発見ツアー日吉編」
◎広見中学生が日吉の歴史を学ぶ（講座１）

鬼北町オリジナル企画「Ｕターン学習」
◎中学生が小学校で学習支援

　６月 27 日に日吉中学校と広見中学校の３年生
（計 55 名）と鬼北町青年団、地域おこし協力隊（計
９名）が、広見中学校体育館に集まり「くるま
ざ♡ミーティング」を行いました。
　２年目となったこの事業は、生徒たちが町内
で活動・活躍する若者から生き方や考え方を聞
き、将来の目標や卒業後の進路を考えるきっか
けになることを目的としています。
　生徒にとっては今後の参考になり、若者には地
域活動の一環となり、双方にとって意義のある事
業であり、これからも継続して開催する予定です。

　６月 22 日に広見中学校１年生 44 名が日吉地
区を訪れ、日吉地区の歴史や文化を学びました。
　生徒たちは初めに、日吉住民センターで資料
や地図を見ながら講師の話を熱心に聞いていま
した。続いて武左衛門一揆記念館や大野作太郎
地質館を訪れ、当時の再現 VTR や展示物を実際
に見て、日吉地区のことを学び、より広く鬼北
町の魅力を発見することができました。
　この学習は年に２回行われる予定で、次回は
11 月です。日吉中学校生徒を講師として、歴史
や文化、自然などを学ぶ予定です。

　６月 29 日に広見中学校２年生と好藤・愛治・
三島・泉・近永小学校合同で、初めての試みであ
る「Ｕターン学習」が行われました。
　中学生が出身小学校に戻って学習支援を行う
この企画は、中学生にとっては「社会貢献感の育
成、コミュニケーションスキルの向上」などを、
小学生にとっては「学習意欲の向上、中学生との
交流による中学校への展望」などを目的とし、鬼
北町教育委員会と広見中学校が企画しました。
　当日、中学生は小学生と一緒に集団登校をしま
した。ある学校の学習支援では、図工の授業で
１. ２年生にハサミの使い方を教えながら授業補
助を行ったり、国語の授業で３年生と俳句を学ん
だりして、楽しく活発に授業に取り組みました。

小学生からは「楽しかった。アドバイスをもらえ
た」、中学生からは「低学年への言葉選びが難し
い。母校に帰れてうれしい」といった声が聞かれ
ました。
　午後の授業では、中学生が広見中学校の紹介や
学校生活の話をしました。中学生から「広見中学
校は生徒を見放さない学校です」という話があ
り、学校関係者に感動を与えました。
　小学校長講話では、中学生に「生き生きと接し
てくれてとてもよかった。皆さんのおかげで６年
生は来年が楽しみになったと思う。今後いろんな
ことがある思うが、笑顔を忘れず、挨拶がしっか
りできる人になってほしい」と講評し、U ターン
学習を終了しました。

広報きほく　2023.815



日
　
時

　
８
月
27
日
㈰

　
９
時
〜
12
時
（
午
前
中
の
み
）

場
　
所

　
鬼
北
町
役
場
本
庁
１
階

　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
生
活
課

※

交
付
は
通
知
書
（
は
が
き
）
に

記
載
さ
れ
た
書
類
が
必
要
で

す
。

※

閉
庁
日
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
関
係
の
み
の
対
応

と
な
り
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
は
平
日
の
み
）

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
３

　
愛
結
び
と
は
、
愛
媛
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
会
員
制
お

見
合
い
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

年
齢
や
住
ん
で
い
る
地
域
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
を
も
と
に
相
手
を

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
８
月
26
日
㈯※

予
約
が
必
要

　
13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
　
所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

　
内
線
２
２
１
８

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
南
予
事
務
所

　
☎
０
８
９
３

－

５
７

－

６
７
０
５

日
　
時

　
８
月
５
日
㈯
・
８
月
19
日
㈯

　
８
月
25
日
㈮

　
９
時
〜
11
時
40
分

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
立
新
居
浜
産
業
技
術
専

門
学
校

　
☎
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９
７

－

４
１

－

９
８
８
０

　
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
を
使
っ
て
、

い
く
つ
も
の
電
気
器
具
を
同
時
に

使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
状
態

を
タ
コ
足
配
線
と
い
い
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
の
コ
ー
ド
は
、

流
せ
る
電
流
の
量
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。

　
タ
コ
足
配
線
は
、
コ
ー
ド
が
過

熱
し
て
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と

が
あ
り
危
険
で
す
。
器
具
が
増
え

た
ら
コ
ン
セ
ン
ト
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。

　
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
、
電
気

を
安
全
に
、
上
手
に
使
い
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ

　
一
般
財
団
法
人

　
四
国
電
気
保
安
協
会

　
宇
和
島
事
業
所

　
☎
０
８
９
５

－

２
７

－

３
５
１
１

　
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・
親

か
ら
の
虐
待
な
ど
、
こ
ど
も
の
人

権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

日
　
時

　
８
月
23
日
㈬
〜
29
日
㈫

　
８
時
30
分
〜
19
時

　※

土
日
は
10
時
〜
17
時

　
☎
０
１
２
０

－

０
０
０
７

－

１
１
０

問
い
合
わ
せ

　
松
山
地
方
法
務
局
・
愛
媛
県
人

権
擁
護
課

　
☎
０
８
９

－

９
３
２

－

０
８
８
８

　
病
気
や
け
が
の
際
、
病
院
へ
行

く
べ
き
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き

か
な
ど
迷
っ
た
時
は
、
救
急
電
話

相
談
『
＃
７
１
１
９
』
へ
電
話
し
、

看
護
師
等
に
相
談
し
て
適
切
な
医

療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※

年
中
無
休
　
相
談
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
消
防

　
防
災
安
全
課

　
☎
０
８
９

－

９
１
２

－

２
３
１
６

　
８
月
３
日
は「
司
法
書
士
の
日
」

で
す
。
相
続
登
記
を
は
じ
め
と
す

る
相
続
に
関
す
る
相
談
に
、
司
法

書
士
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

相
談
日

　
８
月
３
日
㈭
〜
10
日
㈭

　※

県
下
各
司
法
書
士
事
務
所
で

随
時
承
り
ま
す
。

　※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０

－

１
３

－

７
８
３
２

受
験
資
格

　
年
齢
17
歳
以
上
32
歳
未
満
の
者

　（
大
学
卒
業
者
・
大
学
卒
業
見
込

み
者
を
除
く
）

受
付
期
間

８
月
24
日
㈭
〜
９
月
12
日
㈫

一
次
試
験

　
10
月
14
日
㈯
、
10
月
15
日
㈰

※

詳
細
は
、
愛
媛
県
職
員
採
用
情

報
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
警
察
署
警
務
課

　
☎
０
８
９
５

－

２
２

－

０
１
１
０

　
　
　（
内
線
２
１
２
）

受
験
資
格

　
年
齢
17
歳
以
上
32
歳
未
満
の
者

　（
大
学
卒
業
者
・
大
学
卒
業
見
込

み
者
を
除
く
）

受
付
期
間

　
８
月
10
日
㈭
〜
８
月
28
日
㈪

一
次
試
験

　
９
月
24
日
㈰

※

詳
細
は
、
愛
媛
県

職
員
採
用
情
報
Ｈ

Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

愛
媛
県
立
新
居
浜
産
業
技
術

専
門
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

８
月
は「
電
気
使
用
安
全

　
　
　
　
　
　
月
間
」で
す

相
続
に
関
す
る
無
料
相
談

え
ひ
め
救
急
電
話
相
談

『
＃
７
１
１
９
』

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間

相
　
談

募
　
集

愛
媛
県
警
察
官

　
　
　（
高
校
卒
程
度
）募
集

愛
媛
県
警
察
事
務
職
員

　
　
　
　
　
　（
初
級
）募
集

　自分で書いた遺言書の保管場所にお困りの方や、書き換えなどのトラ
ブルが心配な方、相続人等に見つけてもらえるか不安がある方におすす
めです。保管申請時には遺言書の方式について、外形的なチェックを行い、
方式不備により無効となることを防ぎます。また、法務局で保管されて
いる遺言書については、家庭裁判所で検認が不要となるメリットもあり
ます。
【問い合わせ先】松山地方法務局宇和島支局　☎0895－22－0770

預けて安心！　自筆証書遺言書保管制度
～あなたの大切な遺言書を法務局が守ります～

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
警
察
署
警
務
課

　
☎
０
８
９
５

－

２
２

－

０
１
１
０

　
　
　（
内
線
２
１
２
）

【
試
験
】

試
験
日
　
10
月
22
日
㈰

会
　
場

▼
一
般…

松
山
大
学

▼
学
生…

県
立
吉
田
高
等
学
校
他

願
書
受
付

▼
書
面
申
請

　
８
月
28
日
㈪
〜
９
月
７
日
㈭

▼
電
子
申
請

　
８
月
25
日
㈮
９
時
〜

　
　
　
９
月
４
日
㈪
17
時
ま
で

試
験
種
類

　
甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類

受
験
料

　
甲
　
種
　
６
，６
０
０
円

　
乙
　
種
　
４
，６
０
０
円

　
丙
　
種
　
３
，７
０
０
円

願
書
配
布

　
消
防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分

署
・
各
地
方
局
防
災
対
策
室

問
い
合
わ
せ
・
願
書
提
出
先

　（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
愛
媛
県
支
部

　
☎
０
８
９

－

９
３
２

－

８
８
０
８

【
準
備
講
習
会
】※

乙
種
第
４
類
対
象

日
　
時

　
９
月
９
日
㈯
　
９
時
〜
17
時

会
　
場

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
４
階
大
会
議
室

受
講
料

　
会
　
員
　
５
，０
０
０
円

　
非
会
員
　
７
，０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代

▼
法
令
・
実
務…

各
１
，４
０
０
円

▼
問
題
集(

乙
種
第
４
類)

　
　
　
　
　
　
　…

１
，７
０
０
円

受
付
期
間

　
講
習
会
当
日
ま
で 

　（
土
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
８
時

30
分
〜
17
時
15
分)

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
予
防
課
内

　
宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会

事
務
局

　
☎
０
８
９
５

－

２
２

－

７
５
０
１

　
病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
に
よ
り
、
中
学
校
を
卒
業
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
、
及

び
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15

歳
以
上
に
な
る
者
等
に
対
し
て
、

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

試
験
日

　
10
月
19
日
㈭

試
験
場

　
愛
媛
県
中
予
地
方
局

願
書
提
出
先

　
文
部
科
学
省

願
書
受
付
期
間

　
７
月
３
日
㈪
〜
９
月
１
日
㈮

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
指

導
部
義
務
教
育
課

　
☎
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
４
１

　
日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺

児
に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し

て
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し

た
戦
没
者
遺
児
が
、
亡
き
父
等
の

眠
る
地
に
赴
き
心
ゆ
く
ま
で
の
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地

の
方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
同
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
日
本
遺

族
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

　
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
食
品
販

売
店
の
食
品
表
示
の
モ
ニ
タ
ー
活

動
を
し
て
い
た
だ
く
「
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」を
募
集
中
で
す
。

募
集
期
間

　
８
月
31
日
㈭
ま
で

応
募
資
格

　
・
令
和
５
年
11
月
１
日
現
在
で

満
18
歳
以
上
の
方

　
・
愛
媛
県
内
在
住
の
方

　
・
県
に
対
し
て
食
品
の
品
質
表

示
状
況
に
関
す
る
報
告
及
び

不
適
切
な
食
品
表
示
の
通
報

を
行
う
事
が
で
き
る
方

　
・
県
が
行
う
食
品
表
示
に
関
す

る
研
修
を
受
け

る
こ
と
が
で
き

る
方

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
農
産
園
芸
課

　
☎
０
８
９

－

９
１
２

－

２
５
６
５

　
海
・
山
・
島
・
街
と
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
実
現
で
き
る
愛

媛
県
。
そ
ん
な
愛
媛
県
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
大
規
模
移
住
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。
県
内
の
20
市
町

が
全
て
参
加
し
、
個
別
相
談
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
な
ど
愛

媛
県
の
情
報
を
ま
る
ご
と
ゲ
ッ
ト

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

日
　
時

　
８
月
27
㈰

　
10
時
〜
17
時

場
　
所

　
Ａ
Ｐ
大
阪
茶
屋
町

　
　（
大
阪
市
北
区
茶
屋
町
１

－

27

　A
BC

－M
A

RT

梅
田
ビ
ル
）

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
ふ
る
さ
と
暮
ら
し

　
応
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９

－

９
２
２

－

４
１
１
０

日
　
時

　
８
月
９
㈬
・
10
㈭

　
13
時
30
分
〜
17
時

場
　
所

　
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
　
企
画
展
ホ
ー
ル
１
Ｆ

問
い
合
わ
せ

　
若
年
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局

（
委
託
事
業
）

株
式
会
社
　
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ

ン
ド
松
山
支
社

☎
０
７
０

－

１
７
４
６

－

５
３
３
３

催
　
し

え
ひ
め
ま
る
ご
と
移
住
フ
ェ
ス

令
和
５
年
度
危
険
物
取
扱
者

試
験
と
準
備
講
習
会
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
の
実
施

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
参
加
者
募
集

愛
媛
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
募
集

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
合
同

　
　
　
　
　
就
職
面
接
会

「腎臓病の予防と早期発見 !!」
　腎臓は尿を出すだけではなく、血液をろ過する働きがあり、高血圧・高血
糖・脂質異常症・高尿酸血症など、血管や心臓にダメージを与える食習慣と
関連が深く、一度低下してしまうと修復が困難な臓器と言われています。
　CKD（慢性腎臓病）は、予防と早期発見がカギとなります。今回、月に一
度北宇和病院で診察をして頂いている、松山赤十字病院　腎臓内科部長　上
村太朗先生の講演を行います。みなさん是非ご参加下さい。

【日時】８月25日（金）　18時～ 19時30分（受付17時30分～）
【場所】近永公民館 ２階講堂　【問い合わせ】北宇和病院総務課  ☎0895-45-3400

「人権・行政・心配ごと相談」
日時 ８月18日（金）　10時～ 15時

場所　◆鬼北町総合福祉センターひまわり

　　　◆日吉中央集会所

問 人権…町民生活課戸籍住民係　内線2111

　 行政…総務財政課行政係　　　　　内線7802

　 心配…社会福祉協議会　　　　　　☎45－3709

広報きほく　2023.8 16



日
　
時

　
８
月
27
日
㈰

　
９
時
〜
12
時
（
午
前
中
の
み
）

場
　
所

　
鬼
北
町
役
場
本
庁
１
階

　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
生
活
課

※

交
付
は
通
知
書
（
は
が
き
）
に

記
載
さ
れ
た
書
類
が
必
要
で

す
。

※

閉
庁
日
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
関
係
の
み
の
対
応

と
な
り
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
は
平
日
の
み
）

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
３

　
愛
結
び
と
は
、
愛
媛
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
会
員
制
お

見
合
い
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

年
齢
や
住
ん
で
い
る
地
域
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
を
も
と
に
相
手
を

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
８
月
26
日
㈯※

予
約
が
必
要

　
13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場
　
所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

　
内
線
２
２
１
８

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
南
予
事
務
所

　
☎
０
８
９
３

－

５
７

－

６
７
０
５

日
　
時

　
８
月
５
日
㈯
・
８
月
19
日
㈯

　
８
月
25
日
㈮

　
９
時
〜
11
時
40
分

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
立
新
居
浜
産
業
技
術
専

門
学
校

　
☎
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９
７

－

４
１

－

９
８
８
０

　
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
を
使
っ
て
、

い
く
つ
も
の
電
気
器
具
を
同
時
に

使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
状
態

を
タ
コ
足
配
線
と
い
い
ま
す
。

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
の
コ
ー
ド
は
、

流
せ
る
電
流
の
量
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。

　
タ
コ
足
配
線
は
、
コ
ー
ド
が
過

熱
し
て
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と

が
あ
り
危
険
で
す
。
器
具
が
増
え

た
ら
コ
ン
セ
ン
ト
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。

　
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
、
電
気

を
安
全
に
、
上
手
に
使
い
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ

　
一
般
財
団
法
人

　
四
国
電
気
保
安
協
会

　
宇
和
島
事
業
所

　
☎
０
８
９
５

－

２
７

－

３
５
１
１

　
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校
・
親

か
ら
の
虐
待
な
ど
、
こ
ど
も
の
人

権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

日
　
時

　
８
月
23
日
㈬
〜
29
日
㈫

　
８
時
30
分
〜
19
時

　※

土
日
は
10
時
〜
17
時

　
☎
０
１
２
０

－

０
０
０
７

－

１
１
０

問
い
合
わ
せ

　
松
山
地
方
法
務
局
・
愛
媛
県
人

権
擁
護
課

　
☎
０
８
９

－

９
３
２

－

０
８
８
８

　
病
気
や
け
が
の
際
、
病
院
へ
行

く
べ
き
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き

か
な
ど
迷
っ
た
時
は
、
救
急
電
話

相
談
『
＃
７
１
１
９
』
へ
電
話
し
、

看
護
師
等
に
相
談
し
て
適
切
な
医

療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※

年
中
無
休
　
相
談
無
料
で
す

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
消
防

　
防
災
安
全
課

　
☎
０
８
９

－

９
１
２

－

２
３
１
６

　
８
月
３
日
は「
司
法
書
士
の
日
」

で
す
。
相
続
登
記
を
は
じ
め
と
す

る
相
続
に
関
す
る
相
談
に
、
司
法

書
士
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

相
談
日

　
８
月
３
日
㈭
〜
10
日
㈭

　※

県
下
各
司
法
書
士
事
務
所
で

随
時
承
り
ま
す
。

　※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０

－

１
３

－

７
８
３
２

受
験
資
格

　
年
齢
17
歳
以
上
32
歳
未
満
の
者

　（
大
学
卒
業
者
・
大
学
卒
業
見
込

み
者
を
除
く
）

受
付
期
間

８
月
24
日
㈭
〜
９
月
12
日
㈫

一
次
試
験

　
10
月
14
日
㈯
、
10
月
15
日
㈰

※

詳
細
は
、
愛
媛
県
職
員
採
用
情

報
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
警
察
署
警
務
課

　
☎
０
８
９
５

－

２
２

－

０
１
１
０

　
　
　（
内
線
２
１
２
）

受
験
資
格

　
年
齢
17
歳
以
上
32
歳
未
満
の
者

　（
大
学
卒
業
者
・
大
学
卒
業
見
込

み
者
を
除
く
）

受
付
期
間

　
８
月
10
日
㈭
〜
８
月
28
日
㈪

一
次
試
験

　
９
月
24
日
㈰

※

詳
細
は
、
愛
媛
県

職
員
採
用
情
報
Ｈ

Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

愛
媛
県
立
新
居
浜
産
業
技
術

専
門
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

８
月
は「
電
気
使
用
安
全

　
　
　
　
　
　
月
間
」で
す

相
続
に
関
す
る
無
料
相
談

え
ひ
め
救
急
電
話
相
談

『
＃
７
１
１
９
』

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間

相
　
談

募
　
集

愛
媛
県
警
察
官

　
　
　（
高
校
卒
程
度
）募
集

愛
媛
県
警
察
事
務
職
員

　
　
　
　
　
　（
初
級
）募
集

　自分で書いた遺言書の保管場所にお困りの方や、書き換えなどのトラ
ブルが心配な方、相続人等に見つけてもらえるか不安がある方におすす
めです。保管申請時には遺言書の方式について、外形的なチェックを行い、
方式不備により無効となることを防ぎます。また、法務局で保管されて
いる遺言書については、家庭裁判所で検認が不要となるメリットもあり
ます。
【問い合わせ先】松山地方法務局宇和島支局　☎0895－22－0770

預けて安心！　自筆証書遺言書保管制度
～あなたの大切な遺言書を法務局が守ります～

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
警
察
署
警
務
課

　
☎
０
８
９
５

－

２
２

－

０
１
１
０

　
　
　（
内
線
２
１
２
）

【
試
験
】

試
験
日
　
10
月
22
日
㈰

会
　
場

▼
一
般…

松
山
大
学

▼
学
生…

県
立
吉
田
高
等
学
校
他

願
書
受
付

▼
書
面
申
請

　
８
月
28
日
㈪
〜
９
月
７
日
㈭

▼
電
子
申
請

　
８
月
25
日
㈮
９
時
〜

　
　
　
９
月
４
日
㈪
17
時
ま
で

試
験
種
類

　
甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種
類

受
験
料

　
甲
　
種
　
６
，６
０
０
円

　
乙
　
種
　
４
，６
０
０
円

　
丙
　
種
　
３
，７
０
０
円

願
書
配
布

　
消
防
本
部
・
各
消
防
署
・
各
分

署
・
各
地
方
局
防
災
対
策
室

問
い
合
わ
せ
・
願
書
提
出
先

　（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
愛
媛
県
支
部

　
☎
０
８
９

－

９
３
２

－
８
８
０
８

【
準
備
講
習
会
】※

乙
種
第
４
類
対
象

日
　
時

　
９
月
９
日
㈯
　
９
時
〜
17
時

会
　
場

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
４
階
大
会
議
室

受
講
料

　
会
　
員
　
５
，０
０
０
円

　
非
会
員
　
７
，０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代

▼
法
令
・
実
務…

各
１
，４
０
０
円

▼
問
題
集(

乙
種
第
４
類)

　
　
　
　
　
　
　…

１
，７
０
０
円

受
付
期
間

　
講
習
会
当
日
ま
で 

　（
土
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
８
時

30
分
〜
17
時
15
分)

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

　
消
防
本
部
　
予
防
課
内

　
宇
和
島
地
区
危
険
物
安
全
協
会

事
務
局

　
☎
０
８
９
５

－

２
２

－

７
５
０
１

　
病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
に
よ
り
、
中
学
校
を
卒
業
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
、
及

び
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
、

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15

歳
以
上
に
な
る
者
等
に
対
し
て
、

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

試
験
日

　
10
月
19
日
㈭

試
験
場

　
愛
媛
県
中
予
地
方
局

願
書
提
出
先

　
文
部
科
学
省

願
書
受
付
期
間

　
７
月
３
日
㈪
〜
９
月
１
日
㈮

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局
指

導
部
義
務
教
育
課

　
☎
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
４
１

　
日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺

児
に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し

て
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し

た
戦
没
者
遺
児
が
、
亡
き
父
等
の

眠
る
地
に
赴
き
心
ゆ
く
ま
で
の
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地

の
方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
同
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
日
本
遺

族
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
日
本
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

　
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
食
品
販

売
店
の
食
品
表
示
の
モ
ニ
タ
ー
活

動
を
し
て
い
た
だ
く
「
食
品
表
示

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」を
募
集
中
で
す
。

募
集
期
間

　
８
月
31
日
㈭
ま
で

応
募
資
格

　
・
令
和
５
年
11
月
１
日
現
在
で

満
18
歳
以
上
の
方

　
・
愛
媛
県
内
在
住
の
方

　
・
県
に
対
し
て
食
品
の
品
質
表

示
状
況
に
関
す
る
報
告
及
び

不
適
切
な
食
品
表
示
の
通
報

を
行
う
事
が
で
き
る
方

　
・
県
が
行
う
食
品
表
示
に
関
す

る
研
修
を
受
け

る
こ
と
が
で
き

る
方

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
農
産
園
芸
課

　
☎
０
８
９

－

９
１
２

－

２
５
６
５

　
海
・
山
・
島
・
街
と
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
実
現
で
き
る
愛

媛
県
。
そ
ん
な
愛
媛
県
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
大
規
模
移
住
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。
県
内
の
20
市
町

が
全
て
参
加
し
、
個
別
相
談
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
な
ど
愛

媛
県
の
情
報
を
ま
る
ご
と
ゲ
ッ
ト

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

日
　
時

　
８
月
27
㈰

　
10
時
〜
17
時

場
　
所

　
Ａ
Ｐ
大
阪
茶
屋
町

　
　（
大
阪
市
北
区
茶
屋
町
１

－

27

　A
BC

－M
A

RT

梅
田
ビ
ル
）

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
ふ
る
さ
と
暮
ら
し

　
応
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９

－

９
２
２

－

４
１
１
０

日
　
時

　
８
月
９
㈬
・
10
㈭

　
13
時
30
分
〜
17
時

場
　
所

　
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
　
企
画
展
ホ
ー
ル
１
Ｆ

問
い
合
わ
せ

　
若
年
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局

（
委
託
事
業
）

株
式
会
社
　
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ

ン
ド
松
山
支
社

☎
０
７
０

－

１
７
４
６

－

５
３
３
３

催
　
し

え
ひ
め
ま
る
ご
と
移
住
フ
ェ
ス

令
和
５
年
度
危
険
物
取
扱
者

試
験
と
準
備
講
習
会
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
の
実
施

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
参
加
者
募
集

愛
媛
県
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
募
集

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
合
同

　
　
　
　
　
就
職
面
接
会

「腎臓病の予防と早期発見 !!」
　腎臓は尿を出すだけではなく、血液をろ過する働きがあり、高血圧・高血
糖・脂質異常症・高尿酸血症など、血管や心臓にダメージを与える食習慣と
関連が深く、一度低下してしまうと修復が困難な臓器と言われています。
　CKD（慢性腎臓病）は、予防と早期発見がカギとなります。今回、月に一
度北宇和病院で診察をして頂いている、松山赤十字病院　腎臓内科部長　上
村太朗先生の講演を行います。みなさん是非ご参加下さい。

【日時】８月25日（金）　18時～ 19時30分（受付17時30分～）
【場所】近永公民館 ２階講堂　【問い合わせ】北宇和病院総務課  ☎0895-45-3400

「人権・行政・心配ごと相談」
日時 ８月18日（金）　10時～ 15時

場所　◆鬼北町総合福祉センターひまわり

　　　◆日吉中央集会所

問 人権…町民生活課戸籍住民係　内線2111

　 行政…総務財政課行政係　　　　　内線7802

　 心配…社会福祉協議会　　　　　　☎45－3709

広報きほく　2023.817



愛
媛
若
葉
ひ
ろ
み
句
会

５・７・５に乗せて

高
原
に
孤
高
の
愁
ひ
夏
薊

伊
藤
　
　
京

白
蓮
の
並
び
て
平
和
の
祈
る
や
う浜

田
　
千
鶴

有
っ
て
無
き
老
い
の
予
定
や
枇
杷
う
る
る

高
田
　
弘
子

朝
草
を
刈
り
て
す
ぐ
さ
ま
大
の
字
に

高
橋
　
　
妙

声
あ
ら
ば
聞
き
た
い
も
の
よ
蛍
の
夜

福
本
　
恵
子

出
し
抜
け
に
す
と
ん
と
梅
雨
に
入
り
に
け
り

井
谷
　
け
い

蛍
呼
ぶ
今
も
昔
も
あ
の
歌
で

藤
田
　
光
子

母
の
日
や
偲
び
て
悔
や
む
こ
と
多
し

松
岡
　
寛
孝

愛
治
俳
句
会

花
ま
つ
り
天
上
天
下
雨
が
降
る

久
保
田
由
布

青
空
に
業
雲
の
ご
と
花
楝

氏
本
佐
喜
恵

梅
雨
の
峡
空
家
一
軒
ま
た
増
え
て金

子
　
和
子

七
夕
竹
園
児
の
願
天
辺
に

木
原
　
幸
江

大
げ
さ
に
杓
天
に
向
け
水
を
打
つ末

廣
　
典
子

角
を
出
す
豆
粒
ほ
ど
の
蝸
牛

善
家
　
初
穂

牛
が
聞
く
朝
一
番
の
時
鳥

土
居
原
佳
子

十
薬
の
花
の
際
立
つ
木
下
闇

古
谷
　
久
代

老
の
手
が
丁
寧
に
煎
る
古
茶
新
茶渡

邊
三
代
子

こ
う
げ
ん

し
ろ
は
す

ああ
さ
く
さ

こ
えだ

ほ
た
る
よ

は
は

ひ

し
の

く

お
お

い
ま

む
か
し

う
た

ぬ

つ

ゆ

は
い

き

ほ
た
る

よ

か

だ
い

じ

な

お

よ

て
い

び

わ

な
ら

へ
い
わ

い
の

む
ら
ぐ
も

つ

ゆ

か
い
あ
き
や

は
な
お
う
ち

て
っ
ぺ
ん

ゆ
き
え

し
ゃ
く
て
ん

つ
の

じ
ゅ
う
や
く

き
わ

い
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こ
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た
や
み

か
た
つ
む
り

は
つ
ほ

よ
し
こ

こ
こ
う

う
れ

な
つ
あ
ざ
み

ゆ

う

電気・ガスの契約切り替えの不適切な勧誘に注意！消費生活だより
　知らない業者が訪問して今よりも電気やガス料金が安くなるなどと、契約を勧められるケースがあります。
訪問してきた相手をよく確かめ、その場で契約をするのではなく、よく検討してから契約しましょう。不安
だと感じたらはっきりと断りましょう。
　もし、契約をしてからでも、契約書面受領日から８日以内であればクーリング オフ制度が適用され、契約
を解除することができます。
　困った時は、鬼北町消費生活相談窓口（45‒1111）にご相談ください。
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コラムの広場

「『生涯剣道』　剣道の楽しさを伝えたい」きほくのまち人探訪
中学校で授業を行ったそうです。剣道
人口が減ってきている今、礼儀作法や
勝利への執念以前に、剣道を楽しむこ
とを第一に教えて、時代に合った方法
を模索しながら指導していきたいと意
気込みます。
　今後の目標は、「案内があればぜひ、
大会に挑戦し続けたい。やれる間は続
けたい。」と話す古谷さんの、今後の剣
道人生を応援し、機会があればまたご
指導いただきたいと思います。

　６月５日に日本武道館で、第45回　
全日本高齢者武道大会が行われ愛媛県
代表として団体戦に出場し、全国優勝
した古谷龍夫さん。高校の頃から剣道
を始め、現在では七段の有段者で鬼北
剣道会・南予六十路会に所属していま
す。
　全国大会には、愛媛県の60歳以上の
代表者とチームを組み副将として出場
しました。「日本武道館で剣道がした
い。まずは楽しみたい。」という思いで
試合に臨み、平成30年以降、４年ぶり
に愛媛県が優勝に輝きました。古谷さ
んは「チームの一員として出場できてよ
かった。楽しかった。」と話します。
　また、中学体育で武道が必須科目に
なり、愛媛県剣道連盟で募集していた
授業協力者に登録し、平成26年に広見

「A much needed break」ＡＬＴの鬼の里Ｄiary ～Brian編～

メリカのUber Eatsも懐かしいです。
　また、アメリカの朝食や様々な国の
料理、特に本格的なギリシャ料理、中
国料理、タイ料理が恋しいです。お気
に入りのギリシャ料理のレシピを作る
のが待ちきれません。
　アメリカでは家族や友人たちとリ
ラックスした時間を過ごしたいと思い
ます。そしてまた鬼北に戻って日本の
言語や文化についてもっと学びたいと
思いますので、皆さん、よろしくお願
いします。

　８月に私はアメリカに一度戻り、友
人や家族に会いに行くことにしました。
　友人や家族たちは、私が16か月ぶり
にアメリカに戻ってくることをとても
喜んでいます。友人たちと日本での生
活についての話や、アメリカでの彼ら
の生活についての話ができるのをとて
も楽しみにしています。
　私は鬼北町での生活が好きですが、
アメリカでの生活を思い出すととても
懐かしく思います。Uber Eatsも今では
日本の大都市でよく見かけますが、ア

愛治地区に引っ越しました！
　早くも協力隊に着任して１年が経過
しました。日々新しいことにチャレン
ジすると、時間はあっという間に過ぎ
るものですね。
　さて、私は今年の7月より、日吉地
区から愛治地区へ引っ越すことになり
ました。
　同じ町内とはいえ、住むところが変
わることで新しく感じることもあるの
だろうと考えております。日吉地区と
は日吉一希を起こす会等の繋がりがあ
りますので、今後とも楽しくお付き合
いさせていただければ幸いです！
　愛治地区の皆さん。これから大村を
どうぞよろしくお願いいたします！

地域おこし協力隊活動日記

古谷　龍夫さん
たつふる や お

▼愛治の新居から見える風景

大村　　怜

地域おこし協力隊２年目
おおむら さとし

広報きほく　2023.819



編
集
後
記

▼「
Ｕ
タ
ー
ン
学
習
」で
小
学
校
に
取

材
に
行
っ
た
際
、私
が
小
学
生
だ
っ

た
頃
の
先
生
に
お
会
い
し
ま
し
た
。

10
年
以
上
も
前
で
す
が
、「
先
生
が
来

年
担
任
に
な
る
〜
ん
？
」と
国
旗
掲

揚
台
で
聞
い
た
私
に「
ど
う
だ
ろ
ね

〜
」と
応
え
た
先
生
は
異
動
に
な
り
、

寂
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

直
接
担
任
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
の
会
話
を

鮮
明
に
覚
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、

す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か

ら
も
、笑
顔
で
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
。（
咲
）

　役
場
裏
の
土
手
に
咲
く
こ
の

ひ
ま
わ
り
は
、
役
場
職
員
が
植

え
、
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
毎
朝
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
美
化
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
河
川
敷
に
向
う
道

に
は
、
た
く
さ
ん
の
花
や
、
落
ち

葉
で
作
っ
た
♡
の
マ
ー
ク
な
ど
、

四
季
を
感
じ
ら
れ
る
河
川
敷
に

な
っ
て
い
ま
す
。

10
月
が
近
づ
く
と
、石
壁
に
は

苔
を
削
っ
て
『
で
ち
こ
ん
か
』
の

文
字
が
描
か
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
近

く
を
通
っ
た
際
に
は
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。 今

月

の

１

枚

電話再診とオンライン診療について

　当院では新型コロナウイルス流行時の
院内感染対策として状態が安定している
患者様に対して電話での再診と処方箋発
行を行っておりました。しかしながら新
型コロナウイルス感染症の感染症法上の
五類相当への見直しに伴い、診療報酬上
の経過措置が終了することとなりまし
た。つきましては8月1日より電話再診
を終了させていただきますのでご理解の
ほど宜しくお願いいたします。
インターネットやテレビ電話等の情報
機器端末を利用して対面診療を行うオン
ライン診療は2018年に改正医療法で認
可されて以降、コロナ禍での有用性が認
識されて普及が進み、今後も活用の拡大
が期待されています。設備投資などの
ハードルが高く、早期の実現は困難な状
況ではありますが、当院でも患者様サー
ビス向上のため導入の検討を行ってまい
ります。

北宇和病院
だよりNo.40 今、ここで鬼北町の血圧を食い止めよう。

“みんなで血圧下げてみちゃろか～鬼減塩プロジェクト～”始動
　愛媛県は、全国の中で５本の指に入るほど血圧の高い人が多い県。そ
の中でも、鬼北町の高血圧者割合の多さは県内ワースト1位。
「年をとれば血圧は高くなるから仕方ない」ということをよく耳にしま
す。これは間違いではありません。年を取るにしたがって動脈硬化が進
み、一般的には血圧が上昇します。
　しかし、血圧が高い状態を放ってしまうと、脳卒中や心筋梗塞などの
血管の病気を引き起こす危険が高まります。脳血管疾患や心疾患は、介
護にかかるきっかけとなったり、膨大な医療費がかかったりする上、か
けがえのない命にかかわります。
　鬼北町に暮らす方々がいつまでも心身健やかに過ごすことのできるよ
う、保健係では、最重要健康課題である血圧の解決を目指して高血圧対
策の取組みを強化していきます。

問 保健介護課　保健係　内線 3112 ～ 3116

高血圧にまつわる川柳・標語を大募集！
作品の一部はのぼり旗など、鬼北町の健康づくりの素材
として活用します。
募集期間：令和５年７月１日～令和５年８月31日
応募資格：鬼北町在住の方
川柳・標語に対するコメント及び氏名（ペンネーム可）を各種媒体に
掲載することに御同意いただける方とします。
応募方法：応募用紙及び応募ポストを下記の場所へ設置しています。
【鬼北町役場、広見保健センター、日吉支所、各地区公民館、各地
区診療所、北宇和病院、道の駅、商工会、社会福祉協議会、アエレー
ルきほく、warmth、フジ広見店など】
表彰及び賞品：最優秀賞（１点）１万円程度の賞品
優秀賞（３点）５千円程度の賞品
入　賞（５点）２千円程度の賞品
結果発表：令和５年10月中旬頃予定
詳しくは鬼北町ホームページをご覧ください。 鬼北町HP
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と

と
う
じ

な
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電話再診とオンライン診療について

　当院では新型コロナウイルス流行時の
院内感染対策として状態が安定している
患者様に対して電話での再診と処方箋発
行を行っておりました。しかしながら新
型コロナウイルス感染症の感染症法上の
五類相当への見直しに伴い、診療報酬上
の経過措置が終了することとなりまし
た。つきましては8月1日より電話再診
を終了させていただきますのでご理解の
ほど宜しくお願いいたします。
　インターネットやテレビ電話等の情報
機器端末を利用して対面診療を行うオン
ライン診療は2018年に改正医療法で認
可されて以降、コロナ禍での有用性が認
識されて普及が進み、今後も活用の拡大
が期待されています。設備投資などの
ハードルが高く、早期の実現は困難な状
況ではありますが、当院でも患者様サー
ビス向上のため導入の検討を行ってまい
ります。

北宇和病院
だよりNo.40 今、ここで鬼北町の血圧を食い止めよう。

“みんなで血圧下げてみちゃろか～鬼減塩プロジェクト～”始動
　愛媛県は、全国の中で５本の指に入るほど血圧の高い人が多い県。そ
の中でも、鬼北町の高血圧者割合の多さは県内ワースト1位。
　「年をとれば血圧は高くなるから仕方ない」ということをよく耳にしま
す。これは間違いではありません。年を取るにしたがって動脈硬化が進
み、一般的には血圧が上昇します。
　しかし、血圧が高い状態を放ってしまうと、脳卒中や心筋梗塞などの
血管の病気を引き起こす危険が高まります。脳血管疾患や心疾患は、介
護にかかるきっかけとなったり、膨大な医療費がかかったりする上、か
けがえのない命にかかわります。
　鬼北町に暮らす方々がいつまでも心身健やかに過ごすことのできるよ
う、保健係では、最重要健康課題である血圧の解決を目指して高血圧対
策の取組みを強化していきます。

問 保健介護課　保健係　内線 3112 ～ 3116
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高血圧にまつわる川柳・標語を大募集！
作品の一部はのぼり旗など、鬼北町の健康づくりの素材
として活用します。
募集期間：令和５年７月１日～令和５年８月31日
応募資格：鬼北町在住の方
川柳・標語に対するコメント及び氏名（ペンネーム可）を各種媒体に
掲載することに御同意いただける方とします。
応募方法：応募用紙及び応募ポストを下記の場所へ設置しています。
【鬼北町役場、広見保健センター、日吉支所、各地区公民館、各地
区診療所、北宇和病院、道の駅、商工会、社会福祉協議会、アエレー
ルきほく、warmth、フジ広見店など】
表彰及び賞品：最優秀賞（１点）１万円程度の賞品
優秀賞（３点）５千円程度の賞品
入　賞（５点）２千円程度の賞品
結果発表：令和５年10月中旬頃予定
詳しくは鬼北町ホームページをご覧ください。 鬼北町HP
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もう３歳!!
寂しい気もするけど、いつまでもみん
なのアイドル蒼生くんでいてね♡

あ
お
い

せ
い
け

清
家
　
　
秀
く
ん

３
歳 

近
永

いつも元気で踊るのが大好きな秀くん
☺これからもいっぱい遊んで食べて大
きくなってね！大好きだよ♡

し
ゅ
う

せ
い
け

竹
崎
　
澄
音
ち
ゃ
ん１

歳 

奈
良

すっちゃん！１歳のお誕生日おめでとう
♡いつもニコニコ笑顔が可愛いすっ
ちゃん☺元気に大きく育ってね♡

す
ず
ね

た
け
ざ
き

渡
辺
　
　
彩
ち
ゃ
ん

１
歳 

奈
良

ニコニコ笑顔のあや♡
これからも元気にたくさん遊ぼうね☺

あ
や

わ
た
な
べ

渡
邊
　
心
陽
ち
ゃ
ん３

歳 

清
延

やんちゃでイタズラ好きな心陽！３歳お
めでとう☺これからもたくさんご飯食
べてね！笑顔が可愛い心陽が大好き
だよ♡

こ
は
る

わ
た
な
べ

Happy Birthday
8月生まれの元鬼っず　ー元気な鬼北っ子ー

げんき

Happy Birthday
７月生まれの元鬼っず

げんき

広報きほく7月号の元鬼っ
ずに掲載漏れがありました。
お詫びいたします。

お詫び

広報きほく　2023.821
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鬼北町食生活改善推進協議会　会員募集中！

減塩応援レシピ
	『蒸しなすとみょうがのサラダ』

料理に香味野菜を使うと味が引き締まり、減塩につながります。今回は夏
野菜の代表、なすとトマトに香味野菜のみょうがとしょうがを添えたさわ
やかな一品をご紹介！

１人当たりの栄養量
エネルギー：104㎉　タンパク質：2.0g
脂質：8.4g　　炭水化物：7.1g　　食塩相当量：0.7g

〔材料〕２人分
なす120ｇ（長1本）、みょうが1個、トマト中1/2個、しょうが少々

（Ⓐサラダ油大さじ１、酢大さじ１、塩小さじ1/2、だし大さじ１、すりごま大さじ１）

〔作り方〕
❶なすはへたをとり、蒸気の上がった蒸し器に入れて8～ 10分蒸す（柔

らかくなるまでレンジで加熱してもよい）。箸ではさんでやわらかくなっ
たら取り出して冷まし、細くさく。
❷みょうがは斜め薄切りにする。
❸トマトは半分に切って薄切りにする。
❹器に❶～❸を盛り合わせ、Ⓐを合わせたドレッシングをかけ、おろししょ

うがをのせる。

―食生活改善推進協議会 好藤支部―
食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ

永
野
市
に
お
住
い
の
渡
邊
さ
ん
ご
家
族
。
ご

夫
婦
は
中
学
校
の
同
級
生
で
す
が
、
お
互
い
に

あ
ま
り
会
話
を
し
た
覚
え
が
な
い
よ
う
で
、
高

校
卒
業
後
に
共
通
の
友
人
を
介
し
て
仲
良
く

な
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
、
２
歳
の
颯
月
く
ん

と
１
歳
の
葵
生
ち
ゃ
ん
と
笑
顔
の
絶
え
な
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

颯
月
く
ん
は
大
樹
さ
ん
に
似
て
マ
イ
ペ
ー

ス
。
取
材
中
も
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
ボ
ー
ル
で

遊
ん
だ
り
と
の
び
の
び
と
自
由
に
楽
し
ん
で
い

た
の
が
印
象
的
で
す
。
テ
レ
ビ
で
救
急
車
を
見

た
ら
「
働
け
～
☺
」
と
言
う
よ
う
で
、
家
族
の

ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
存
在
で
す
。

葵
生
ち
ゃ
ん
は
活
発
に
動
き
回
り
元
気
い
っ

ぱ
い
。
最
近
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
颯

月
く
ん
と
お
揃
い
の
靴
で
外
に
出
か
け
る
こ
と

が
多
い
そ
う
で
す
。
で
も
知
ら
な
い
人
が
来
る

と
固
ま
っ
て
し
ま
う
人
見
知
り
の
一
面
も
あ
り

ま
す
。

そ
ん
な
２
人
に
は
「
好
き
な
こ
と
を
自
由
に
、

の
び
の
び
と
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
願
う
渡
邊

さ
ん
夫
婦
。
子
ど
も
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
現

在
は
、
あ
ま
り
旅
行
や
趣
味
の
時
間
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
が
も

う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
全
国
各
地
、
旅
行
に

行
き
た
い
そ
う
で
す
。
海
外
に
少
し
興
味
の
あ

る
大
樹
さ
ん
で
す
が
、
全
国
を
制
覇
す
る
ま
で

は
お
預
け
の
よ
う
で
す
。（
笑
）

取
材
中
も
笑
顔
が
絶
え
ず
、
今
を
楽
し
ん
で

い
る
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
夫
婦
と
い

う
よ
り
は
親
友
の
延
長
線
の
よ
う
な
仲
の
良
さ

に
、
と
て
も
魅
力
を
感
じ
た
取
材
で
し
た
。

今
を
楽
し
く
！
２
人
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
て

渡
邊

大だ
い

樹き

さ
ん

佳か

奈な

さ
ん

颯さ

月つ
き

く
ん

葵き

生い

ち
ゃ
ん
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